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会 場 国 立 極 地 研 究 所 講 堂
主 催 国 立 極 地 研 究 所
9月8日(木)
挨 拶 永 田 武 国 立 極 地 研 究 所 長
(10:00～10:05)
1動 物 プ ラ ン ク トン ・マ イ ク ロ ネ ク トン
(10:05～12:00)
座 長 箕 田 嵩 北 大(水 産)
1北 太 平 洋 亜 寒 帯 及 び 北 極 海 南 部 海 域 に お け る 微 小 動 物
プ ラ ン ク トン 現 存 量(10:05～10:30)
谷 口 旭 東 北 大(農)
2定 着 氷 下 に お け るParalabidocera　 antarctica　 (椀 脚
類)の 季 節 変 化 と分 布(10:30～10:55)
谷 村 篤 極 地 研
福 地 光 男 〃
大 塚 英 明 〃
3南 極 洋 の マ イ ク ロ ネ ク トン い か 類(10:55～11:20)
根 本 敬 久 東 大(海 洋 研)
沖 山 宗 雄 〃(〃)
高 橋 正 憲 海洋水産 資源開発 セ ンター
4科 学 魚 探 を 用 い た オ キ ア ミの 音 響 学 的 調 査 に つ い て
(11:20～11:45)
白 木 原 国 雄 水 大 枝
中 山 覚 介 水 産 庁(開 洋 丸)
討 論(11:45～12:00)






1骨 学 的 形 質 よ りみ た コ オ リ ウオ 科 魚 類(ス ズ キ 目:ノ ト
セニ ア亜 目)の 類縁 関係
岩 見 哲 夫
阿 部 宗 明
(13:00～13:20)
筑 波 大(生 物科学研究科)
東 大(総 合 研 究 資 料 館)
2昭 和 基 地 に お け る底 生 生 物 の ト ラ ッ プ採 集
(13:20～13:40)
星 合 孝 男 極 地 研
3リaツ オ・ホル ム湾東部海域 にむけ る底生無脊椎動物の
分布 (13:40～14:00)
沼 波 秀 樹 東 海 大(海 洋)
小 坂 昌 也 〃(〃)
内 藤 靖 彦 極 地 研
星 合 孝 男 〃
4南 極 産 魚 類 等 の 長 期 飼 育 に つ い て(14:00～14:20)
榊 原 茂 鴨 川 シ ー ワー ル ド
鳥 羽 山 照 夫 〃
星 合 孝 男 極 地 研
討 論 (1420～1435)
皿 海 鳥 ・海 獣 類(14:35～16:10)
座 長 河 村 章 人 北 大(水 産)
1南 極 海 に 分 布 す る ナ ガ ス ク ジ ラ属3種 の 肉体 成 熟 体 長 の
水 域 に よ る差 と 資 源 量 との 関 係(14:35～14:55)
大 隅 清 治 水 産 庁(遠 水 研)
2大 型 動 物 用 の 長 期 小 型 水 深 記 録 計
(14:55～15:15)
内 藤 靖 彦 極 地 研
大 山 佳 邦 〃
星 合 孝 男 〃
3南 緯55度 を 境 に した イ ン ド洋 海 域 に お け る 海 獣 類 の
分 布(15:15～15:35)
西 脇 昌 治 東 海 大(海 洋 研)
41981,82年 昭 和 基 地 付 近 で 見 られ た ア デ リー ペ ン
ギ ン個 体 数 の増 加(15:35～15:55)
星 合 孝 男 極 地 研
末 田 達 彦 名 大(農)
谷 村 篤 極 地 研
福 地 光 男 〃
大 塚 英 明 〃
討 論(15:55～16:10)
～ ～ ～ ～ ～ 休 憩(16:10～16:15)～ ～ ～ ～
W　 SIBEX研 究 計 画(16:15～17:50)
座 長 根 本 敬 久 東 大(海 洋 研)
1し らせ 及 び 昭 和 基 地 の 計 画(第25次 隊)
(16:15～16:30)
内 藤 靖 彦 極 地 研
2白 鳳 丸 の 計 画1〈T89-3(16:30～16:45)
根 本 敬 久 東 大(海 洋 研)
3海 鷹 丸 の 計 画(16:45～17:00)
村 野 正 昭 東 水 大
4開 洋 丸SIBEX調 査 航 海 の 概 要(17:00～17:15)
小 牧 勇 蔵 水 産 庁(遠 水 研)
5第2轍 欝 償 董/
献 呈轍 二㌘3・)
討 論(17:30～17:50)




V－ 次 生 産(10:00～15:20)
座 長 西 沢 敏 東 北 大(農)
1フ ロ ン トに お け る 植 物 プ ラ ン ク トン パ ッチ の 形 成 及 び
維 持 一 黒 潮 フ ロ ン トを 中 心 と して 一
(10:00～10:20)
山 本 民 次 東 北 大(農)
2南 極 海 沖 合 域 に お け る ク ロ ロ フ ィル 現 存 量 の 分 布
(JARE24)
(10:20～10:40)
佐 々木 洋 東 北 大(農)
3南 極 海 イ ン ド洋 区 の 小 海 域 に む け る珪 藻 類 の 分 布
(1σ:40～11:00)
河 村 章 人 北 大(水 産)
市 川 督 朗 〃(〃)
4南 極 リ ユツ オ ・ホ ル ム 湾 定 着 氷 下 の ク ロ ロ フ ィル 現 存 量
(11:00～11:20)
福 地 光 男 極 地 研
谷 村 篤 〃
大 塚 英 明 〃
5南 極 産 紅 藻　Phyllophora　 antarctica　 の 形 態 ・生 長 ・光 合
成 活 性 に つ い て(11:20～11:40)
大 野 正 夫 高 知 大
(海洋 生物 教 育研 究 セ ン ター)
討 論(11:40～11:55)
V
昼 食 (11:55～1300)～ ～ ～
座 長 高 橋 正 征 筑波大(生 物科学系)
6南 極 海 のCerati㎜ 属 の 分 類 と分 布
岡 本 恒 美
高 橋 永 治
(13:00～13:25)
神 戸 大(自 然科学研究科)
"(〃)
7南 極 海 のChoanoflagellates,　特 にParvicorbicula
socialis(Mbunier)　 Deflandreに つhて
(13:25～13:50)
原 成 光 神 戸 大(自 然科 学 研 究科)
田 上 英 一 郎 〃(〃)
8南 極 オ キ ア ミ　 (Euphausia　 superba　 Dana)の フ ィ ー カ
ル ペ レ ッ ト の 有 機 物 組 成 に つ い て(13:50～14:15)
田 上 英 一 郎 神 戸 大(自 然 科学 研 究科)
9南 極 におけ る藻類の生 育 と食物連鎖 と窒 素 ・炭素 同位体
分別(14:15～14:40)
和 田 英太郎 三 菱化成生命科 学研
10南 極 昭和基 地付近の土 壌 中のバ クテ リアの分 布 と環 境
山 中 三 男





～ ～ ～ ～ ～ ～ 休 憩(1520～1536)～ ～
－vi-一
M有 機塩素化合物の挙動 (15:35～17:05)











2南 極沿岸海洋生態系 におけ る有機塩 素化合物 の動態
(16:00～16:25)














3南 極海 の コイワシク ジラ
び有機 塩素化合物 の蓄積特性
討 論

















W海 洋 環 境 条 件(10:00～11:55)
座 長 石 野 誠 東 水 大
ゆ くう
130E～120Eの 南 極 海 に お け る 地 衡 流
(10:00～10:25)
奈 須 敬 二 水 産 庁
永 延 幹 男 東 大(海 洋 研)
2科 学 魚 探 に よる 亙.E3112g11b2A資 源 量 の 見 積 りに お け る
環 境 指 数Q200の 意 義(10:25～10:50)
永 延 幹 男 東 大(海 洋 研)
平 野 敏 行 〃(〃)
3　 E　.　supe　rba　 の 地 理 的 分 布 に た い す る 環 境 に つ い て の 考 察
(10:50～11:15)
永 延 幹 男 東 大(海 洋 研)
平 野 敏 行 〃(〃)
4南 極 リ ュツ オ ・ホ ル ム 湾 定 着 氷 下 の 海 洋 構 造
(11:15～11:40)
福 地 光 男 極 地 研
大 塚 英 明 〃
谷 村 篤 〃
討 論(11:40～11:55)
～ ～ ～ ～ ～ 昼 食(11:55～13:00)～ ～ ～ ～
珊 総 合 討 論
(BIOMASS計 画 の 成 果 と将 来 の展 望 に つ い て)
(13:00～14:30)
座 長 松 田:達 郎 極 地 研
















































東 京都 板 橋 区 加 賀1-9-10
電 言舌(03)962-4711
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定着 ブk下 に6・)7るRaralabid・ce伽 η伽 伽(視 座噸)の
季 節 変イヒと分 昂
然.未 了 篤 福 萸.光 、男 大 塚 英 日月
(極 ず也 研 、亮 所)
Para.　('ab　i　d　oαato.　塾ta.　A(v?nf'血隔で海}き血二くか ら表面 までの銃 度度 に ざ。て
に雇haる 才究鵬 て"thる。木 琴重iE;,Ｔhornpson　 i/t†"　丁三。 己文良型 「「∧/〃)R－工"型1来 集 器(ネ ッ
({sqg)に よ ・て サ故 ウ ェ トう ント諸 島 トge　s9酬 舳)　1・　6　s　tSff.tll.gF　is　,　19S2#
周辺海 蜘 ・ら記 翻 れ て以来79ぐ の厨 賭3肺 ＼引 明 詰 め 闇 、va"ブkfiE下o.,1、
1二よ・ て南極 大陸 周辺」ガ ら報 告さ れて いる南 」≧,9,「rmの ぢ層(フ ≡だ'し,//β 店 口以降
極 固有種 で薦./9δ2年/A,本 種 の単 一　 IEI…一(・YAkgcr)LC.一く礪)ゴ 行,T;。 涯,
群 が 昭和基 地 延Lくの定着 氷 下面 に」濃密{こ冷7Fラ!9鑓 年9厚 か ら/2β 仁 か け て,$tコ 付上 ヒ
しひ 、るの が糊 紅 れ た ・ この単 一御 ヲ}まヒ ネス刺 や 西側 功 ・、て,星 合煮 暖 に δ,て
んどガ成体 で あ 。た 。同様 のチ見象が福 地'佐 採 取 ざれ た逝 引くコァ サ ンプ ル の制 しマ リ)固
妹U98り1こ お て脇 曝 池 坊 め定着 ラk良 勲 毫P　 (mb・cEua　 to言 倣1)便 臥 モ。
下 からも)報 告さ れ て'おり,夏 期 の南 極 沿岸 定
着氷域 の二次 生産者 σ)掲為書 ノ物 鋼 重 互考 〈 糸志 」果 〉
禧 上 で 本種 種 勤1掬 網,て ・、5b/L?22.NO・ら23Nに ガ け て,97L.1の 轍
の ヒ恩 舳 う.こ の めB観 点 から,本 書告 禰 ヒ大量 ヒ 出現 し泥£ 趣(図2)
て慨 定 着」k下に6・ けるエ 励brあ'(A　 i,M　 Ngt,　2　/i」　〃D　i=　lsgて ・に見 られ 敏 な リ,秋
個体 数 の秀 節 変イヒしそね こ伴 う垂直 分和 φ特 ガ ら冬1こガけ ては全 く出現 しな か,た 。 その
修k玄日日ら1びに6る こ ヒ左目 負りと した・ 後,四2に 寺・可 δノ)に ノ//月 考句句,コ ペ1t9ダ
イ1＼1期 互生ノ体 とすう 工期 から皿鄭3Z、 ・の若
〈 赫 料 と方法 〉 冷個 体(峡 後"コペ寸rダ/ト 愉 戴 と呼 ぶつ が少
1し一与)観 慶いさ,図1に 示 し た ～辻、1カ、 数 出現 し,ρ 月初D9で 見られ た.朗 初 句
ら 鈷51・ お いて行 ・モ が ここてい1註 ヒ し 砺 σ麟 が出現 し一拘1峰 はほぼ 麟 の
て 宰1ヒ その周LZて 得 られ儲 課{・ っ いτ報 麗 な ・T・.μ 肝 句 にイ固4轍 囁 訳 ヒなり.
崇 高 さ。 その後 急 激 に減少 しT。!月 下 旬 には 再び出
st.1いk深 細 伽)1こ お け るNORPAC　 現 が出 らKtSくr6,7:pこ の よう に,本 極 の
、9ε7　CGA.　 C)川mの ヒよる裸 集 ほ,lq82年 ノ 出現 期 間は納3ヶRで あ,壱 。コペ ポ ダイ ト
恥 引983年 間 までの 鴎);1)～2回di　 N9璃 が,戌 体 とro6}て ・に辱 す3期 闇 、訓言ぼ
ノケ月から ノケ 月半:程廣 ヒ思・わ れる・
一 ー一1982-一 ーー一→ 一一ー 一1983
図3SL.1h-6・1ア るエ盤 切 秀罐/b
－さ ,ネ η イや 西側 の青 水亭 で得 られ
た捌 く中の エ熱 の 辻硯 磁 さ ヒ,
9D/δ 創 こ育 てい仁コペポ ダソ ト工期 刎1麹
体 なが ら出現 し五。 〃 β/oPl・ 　lz;個体教 「1.
/93333イ 固イ6/㎡ 仁差 しT=カ、い,P≧目|3日 仁iz;
可て・{現 い±ts　gNre4ro,　 II=o海 」k中|現 い
ぜごこれ トP　 は天部 分が 〕ぺ9ポタ"
イ ド首)顛 個 体群 であ,R・ こ(ハ よう に,三 岳k
、P　l・　IJ,　この鋳期,鴻 κ下面 ぶりさ ら に花 大
な 工?C瓜 がン分/Oし て い る ら し い 。
乙 ま ヒあ 〉
)一 一フ゜ リウスカ・ら成長 し7三P囎
LZF,海 ラk中品 … 誘 水下面Z生 舌場 断 ヒし
次 、二 「/V/PR-jτ"仁 よ りてi厚 ら れ た樽 本 丁δが'ら 匡}生 甚1乙 ∠口)か えLて い 吝 も ①t!忍 わ
から,本 極 の垂 直分 寿・屯見 るヒノコ ペ)ポダイ れる。育種 が 海jk中aLさ い 、δ海永 下面E生 弍S
ト前 期個 体群t窃 出王贈1閥 中,三脚k下 面 仁長 場 前 ヒ奇 言ま 主な理 由I」,京 ンtらぐ凄1ヒraさ
も 蜘 出 現 し正 塒 蘭 δ,朋/畑 ノ碑 鵬 植 物 プうン 外 助 囁 も瞬 よ く得 ら 嶋 か
鍋 か・㌧ 姻 、煙 水 下面 出 現 し仁 麟 の らて一鍋 う.這 ・切,権 が輌 端 の
出現 が重 夫 とT;.・312-E下 旬か ら1剖 ・かけて,三鮎 域1・悼 く適 応Lて 践 口 ・・誌"と
蕩*状 態 が・動 い た‡・めW!ρR'一 ゴ し二9い 請 ・
る各 麟 奥 所 なわKITaい が㌧ ノ2E/7e/・k擁 、S,?wt＼99・esか ら生け
瞬 の辮 の 定為k下 の飾 、珊 そら(!98ヰ 恕 晒 卯 ガ'つ ご5vこ 、・飾Lて 峰 か、
/月|ニフ観察 され.7三様 万状態1ごTさちの で・あ ろづ。 寺Tミ首小.がMつ みイ七す う0　か 椥)訓 ≠電が あ{∋。
/佛2β 以 降1出 現 鱈 コ ペ ポ ダイ 随 期 か 賄1・ 一決 注)つ ρ1め ス のE>6i・ っu
弓▽期 のコ ペポ ダ'イ ト後期個 体群 は,海 ラk下 マも・調 査き 小 書 、フれ ぽ'后ら㌃ い・
面 よりも)・ ・T6い し2m創 醜 く分布 可3傾
向 が'あっ]ら。
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白 木 原」封雄(水 夫校)・ 中山 覚ノIXN(閣 洋 瓦)
隙 洋 瓦SエBEX言 舩 航 海 の 一媛 と しzfi　 ミ ち9一 デヅ ト と しZ61RTNし ・以 下 の3っ の
tS　hh5 、科1鞭 探 輔 、NTIナ ン キ ・71+ipi2も と1こ 丁5き 測 定 す る・ ・、ずれ の わ 去
ア ミ(旦wa1h,、sSiaa$.tievb,q;・ ・k下1+ア ミ と も ビ㌧ 嫡 の9-f"・ ・ ト輔 靹 ら ・＼の形 ご
記 す)⑦ 音 響 学 的調 査計 釦8,蘭 洋 丸FエS本 甲え 、 タ ーヂ… ト のS7値 をAOitし 、TSき
EX'・ 刈 る言鹸 経 験 と3・azて 畔 さ 練.紬 砿 法 で あ る ・
⊥ 言藺を の 目的 オジ去1:ネ ワ ト を用 い7;才 ジi(中 山法)。
第 一 の 目的 は 闇 瓶Sエ6EX調 査海 成 内　 KOC-A(超 音痴 ・よ'〃 協 す る闇 艘 置
の オ キ ア ミ養 う原量 を迅 速 バ推 定 守 る 、こと そ あ を有 呵る聞 洋 丸・型閣 閉 式 中ン警網)を 用 い て夕
る.第 二 ・・響 輸 デ づ の 解 析 ・・ら 才キ ア ー㍉ 噛 駐 測 顧 るオ乱
ミ群.の 生 態 学的n見 を'4♀る こ と,第 ミ.'cオ ・卜7「 ・法2:笹4E)Sま(笹 づ倉,矛 ム・信)。 外 部 送 受
アミ濃 密 群'こ遭 遇 特 等1こ 実施 さ れ る甘寺殊調 査 波 器 を・ド平 方 向 に設 置 し ノ個 体 数 既 知 の オ キ
の 海 酪 才練 す る ミ と も童 頼 目的 乏'あ る。 アミ 鮮 上 ・・ら投 下 ・沈 下 させ るお 麦.
t+ア ミ 群 の 生 麟 的 美覗 の つ ち、 小 布1・ 闇fi3:・ 陣 カ メ ラz"Aい け ・去・9-fN
・す るも
の1ま,i童 切 な調 査 ゴ ー ス、ジそ定 に 蘭 可一る いフト1密}度を 写 真撮 影'こ よ り直接 言十シ則する才 ジ宏。
理論 き.将 来構 築 する σ判こ必 要 乞'あ る。
2言 簡査 σ)オー i表
第 一 の 目的 σ)ため':,
査 芝'決 め られtc,経 度2.5° 毎 の 南x方 向σ)観
測 線 を基本 とず る コ ー ス 乞航 走 中,科 曇 魚、探
FQ-So(古 野 電 気製)を 常 時作1勤 させ て後
オ 散 乱 強 度(5v)の デ ー タヵく'収集 さ れ る。
さ らに後述'の 方 法 ぞ オ キ アミ の標 的 弦ノ度 ζ
TS)P"'i則 定 さ れ ると 、オ ヰ アー ミ の絶 式「的 な
資源 量 バ 擦 足ざ わ る。第 二 の 目的 の た め に,
FQ－ 夕oか ら単 位 走 航 距離(積 が 周期)毎'ζ
得 られ る以 下 の音 響 学的 デ 一夕ベ 収 集 され る。
・ド深 弗 乙彰 ふ層)91js▽ 値,区 間 肉 の屏 醜
2-2科 学魚 探 σ)設症 条イ牛
周波 数:20。KH5とsz)kH5(前 角 栄爵 ・ オ
蘭 洋 丸S工 βEX言 周 キ アぐ'シ濃 密群 に邊F遇dトlgi蚕 諸 もイ再拝1)
度S7値,記 録 紙上t・・t・Sわる群 の映像 とS較 正 ど行 な う
了 の 重 直小 布 曲線 。
2一 ユTキ アミ 〈ク)TS漫]定
蘭 洋 丸FエBE,〉 〈ざ18、 ス テン レ 和 ぐイ フ
製 の 円鋭 形 枠 に 生き 片才 キ アSを ナ ィoン テ
プ ス 掴 足 し,ぐ の 測 定 装 置9・K・1・lc懸 垂 し
てTSρ ぐ)ン具↓定 ざ れ た(中 山,'982)。4專 ら?し
し、ンシ 中島:0へ200m
櫓 、沁層:積 分 開始 ・ト,架ゆm・ ・ら2。 。nまz"
をIO層 以 内1こ 小!劃
積 が 周期:1マ イ'レ
丁7(f:ユo　 」Zo3R　(通 堂 計 測 時)
ス レ・ワシ ョ1レF`:10!し30　 CtB
ア,vテ ネ ータ:　 loへ20dB
2-3較 正
東 京 出港 直前,調 査 終3後 の 寄)春 蒔 およ 谷'
東京 入港 直後 に標 準 ハ イ ド'ロ フォ ン き用 い た
。船1蚕 送 受 波 器 の,青掃 は寄 ジき)P$
毎1こ行 ア8い ノこ の搬 器 の劣 化 を好 く㌔ 他 の調
査給 とめ相 互較 凪 ま行 な わ な い 。
2-4デ ー タ収 集 、保 管
デ㌧ 列 ♂ド・外 プ リシ タ への 出 力,記 録 ≡観
デ ー タ し ⊃ 一ダ'ヵ・ら収 集 ざ れ る。 主 宰 デ ー タ
t、ぐ 一 ソ ナ'レ コ シ ピュ ー9の フP・1フ ヒ゜ ・一デ ィ
た結 果tEtイ也国 σ)もの と」較 べ る と平均 的 な も の ス71cオ ン ラ イ ン ぞ 収納,イ 茉 管 ゼ'3る シ ズ テ
2'あ り(D。i,・98・)、8当 な憂」庭働 熔 ら ム ・く調tsen-ets前1・ 完 成'予定 ぞ'あ る・ 融 融 臆
Mt、 と紅 られ る.し ・・し蘭 洋 丸sエBEX　 フォ ー マ 、。 ト1譲,た デ ー9aMTイuま 調 査
ぞ は,自 藩こ状 態 に な るべ ぐ近 い状 態 の 才`1一ア 終3後 ノ薩・上zl'行 な わ わ る。
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骨 学 的 形 質 よ りみ・た コオ リ ウ オ 科一鳥 類
(スス'キ 目:ノ トセ ニ ア 亜 目)の類 縁 関 イ糸
岩 見哲 夫 ・
(筑 ラ皮大 ・生 物)
ノ ト ¢ ニ ア 亜1ヨNO七 〇thenioidei
王ボ、特 に 南極 大 陸 客 車ぺ・乙 す ろラ毎域 に高 い 工
阿老陳 明
(東大 ・資料館)
Idi、 南 半 ・ちPア/レ ゲ レ ン{多 に.エ ン ラ;sミ 、ソ7ブJ　 Chαnn－
ン テ ミ ズ ム 玄 ・示、す 分2頃 群 て＼ ホごビ イ7チ ス 禾斗 な:依 熊 毛 示 じ て お り
Bovich七hyidae　、　 ノ ト セ二二 ア 斜No七 〇七heni－ 高 周 辺 で 、 独 自 の 進 イL、過 程 宮 経 て 成 立 レ た.{
idae,　 　 ノ＼ル ノx°1"フ ァ 科Harp・giferid。e,　 の で あ るL推 察 さ れ た 。
バ シ ド ラ コ 斜Ba七hydraconidae,　コ オ リ ウ オ コ オ リ ウ フ「科 内 で'最 ウ 特 化 イ峻 向 の 名 シ い 雇フ
科Chan・i・h・hyidae　 の5N,約 … 種 が 知 は、 ・hi・n・d・ … 属 ・ ・ha…d・ac・ 属 で 、 、＼す・
ら れ て ・・ろ ・ れ も 一 骨 化 程 度 の 値 下 ,頭 部 の 保 護(軟 化)
こ れ う ノ トeニ ア 亜 目 魚 類 の 類 縁 「刻イ系 玉詞 の 強 イし にal:。 て 特 徴 イ寸rナ う れ た 。
べ ろ こ Σ は 、南 大三革 紐 お け ろ 生 物 相 の成 立
の 一側 面 も知 ろ 」二で 重尊 ・な こと と 考 え ちれ う
が、 現 在 ま での 乙 ころ 、本 亜 目昆 類 に 関 す る
分 類 学 的 研 究 の 今 くは 、記 載 的 な 声隻階 に鰯.
て い る。
そ こで'三寅.着多ば 、 本 亜 自重,類 の 中 で{シ、 血
球 中 じ 緬 痢 へ 毛 ゲ ・ ビ ・)El7yん Σ持
た な い特 殊 な 一群 ヒ して知 ら れ て い ろ コオ リ
ウ オ科 免 類 に着 目 し、 系統 分類 学 上 童 暑 な形
質 と 拷 え 今れ てい ろ 骨 学的 形 質 左詳 細 に検 討
亨ゐ こ ヒに よ り、孝斗内 お よ び'近 縁赤斗「司との 孝貞
縁 関 係 にク い て 霧 察 レた 。
(り コ オ リ ウ オ斜 角一属 の孝考{縁「菊イ糸
コ オ リウ オ禾斗〃 属/7種 の 「刃,//属 ノ6種 に つ
い て じヒ較フ検あ寸延行 プまフた。 その 糸名栗 ,箔 属 「司
で頓 着 な 差 異 の 認 め ろれ た骨 学 的 丹多頭 ま/晒
iehthysiilは、 い く フ カ＼の 形 質 に お い て 特 有
、 こ の 属 は 、 アtレ ゲ レ ン
ll熱1熱1
質 で・あ 。た 。 これ うの形 質 に つ ・・て 、H・nniq　 3zkに フt、 て
(1966)、Wil・y(1981)ち の/ガ 岐 分 類 学的 毛 虫に のk,E果,29の 骨 学的 形 質 にS・〉・・、て,　 CZrt}raj・C
S'・ て弁償 謝 醜 行 な い、 瑠 ラの看 鳥 毛比 較 顕 名 な差 異 が 躬 れ た。 この2挿 傾 眠 系統
検 討 した結 果 を 図1に 示 し7三。 的 に 重 孕 と考zら れ ゐ 午形 質 亙加 ラし,分 岐 分
こ の 伽 姻 の結 果 か ろ、　 Ohamp・ ・eeph。Zu。　 類 学 的X/で'比 較 検 討 した結 果 玉図zに 示 し
属 は コ オ リウ オ 斜 鳥類 の共 通 祖 先 の弁償 のば た 。
(2)ノ ト七 二 ア 亜 目 に お 、プろ コ ォ リウ オ斜 の
系統 的 位 置
ノ ト'巳ニ ア 亜 目IZ帰 属 ざ れ て い る39属 の 内
、 その 骨 学的 升'ク質 在調 べ'た 。 そ
態 も比 藪的 イ采才寄した形 態 乏肩 レ、最 迄物劫弓に この 倫 岐 分 類 学的 解 フ町の結 果.コ オ ソウ フ「
他 属7の 鳥類 ガ ろノが岐 レた 一群X,2Sえ う れ た。 科 は 、 ノ トeニ ア 亜 目 にh'viて 畏 む特 化 イ頃向
PαgetOPSis属 、 ハ7eoρ αgetoρsasノ 喬 、PS(?udo-(ク)弟こ/、・孝彦じ君羊 乙 吉忍識'fれ アi。 ま た,第/プ 彦i鰭
ch・・ni・hthy・ 励 ま、種 マの サ願 状 勘 訪 ・・て め有 無 へ 毛 グ ・1ン の肩 塵 外 橡 涙 脅 の
菜 亀 で 、 ひ ヒ フ の の レ フ・1:feLLて い ろeの 酬 畑 、99〈 の 形 質 二 お い て 差y.　 ff'g±bdiLろ
と考 え ろ起 これ 残 刻属 として扱 うごとに
は 「百]題があ 多 と思 われ た。
南極 大陸 カツ 離 れ た海域 にノ所 すろ属 即
もの の、バ'シ ドラコ 禾斗ガ"、 コ オ リ ウ オ 斜 に8■
:し血 縁 な親 群 乙 して認 識 さ れ た。
ノ・川 ＼6ギフ ァ科 毛 ノ トeニ ア科 に近 縁 な類
6
群 晴 云 ノ ト膨 ア紳 ・属 妨 一亜科 と レ 種 マの而 て
て用 い ろ こtも あ ろ が(Greenw・ ・d　・t　・Z,
1966;N。1・ ・n,1976)、IShfl9の 糸毛果 、 二の 考
えば 千適 当 で ヨうる と判 断 さ れ た 。
ノ ト杉 ニア 科 ・は、 本{愛 国 の進 化 系 列 の中 で
rt.'Lllイクチ ス赤斗の 祖 先 が・{ガ山気レた後.微 ろ4
糾 のRL7vaftxリ 最 砕 刀蜘 こ伽 乏レた 一群L
考 え ろれ た 。 ま た 本・科 は 南 大洋 域 に お いて 、
ノ ト七 二 ア 亜 目 の 中 で,ま 最 わ広 く適 応 放散 し
た類 .鮮(ノ蔭tE]_,≡_qフ/{≡テヰフ層'ト主,;/Eラ}≡[/表層 ・卜差等)
で＼ 種 数 、イ固イ本叡 で も長7く の禾斗で あ ゐx.推 塚
された。
以 上の ように近縁斜 回 および 、科 内拾偏向
で の比 勧検 討ヵ・うコオ ワウフ「糾 の時化 方向 ど
じて;欠の よラな こ乙りゲ〕彦察 ざ}れた。σ〉骨イし禾呈
度 のイ躰(種 マの1髄}部 価 ・お けろ蜘 骨化)
② 頭部 の大型化(物 部 の伸 長,顧 脅 の乎薇 大
型4し,手 製1骨の棒1)くイ申長 イし等),頭 部 のイ累言裟
の強化(鯛 釜脅 の緑化),ロ の 大 型化(上 顎
骨 の伸 長,鯉 弓橘 威脅 の伸長,前 上顎 骨 舗
突起 の璃 失 芽).ご れ ラの ことば そめ俊 性
の面力・う も裏付 けうれ ておリ(高 橋 私信)、
・,本 亜 目 中 最 壱ノ童 生 ま三者に適 応・し
た頚 名手で あ る と推 察 さ れ た。
図2
Proposed　 re|ationships　 amor、g　 famiTies
of　the　 fttborcler　 Notothe"ioidei・
パ ー¢ ニ ア 重 創 ・顧 ろ料 あぶ び 属 の リス ト(・ は 透 明標 本,▲ は軟







































































・看属 名 の右側 の蘇 駒 競 れぞオしの属 に含 まれ る糎数
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星 合 秀 男
(極 燭 〉
定着*卿 てお1寸ろ底 生生物 の群 集.あう唯 ・瞬 タ,,,A地遍でff集Y,了 。T(.砺 久伽
騨薦簑欝鵬慧霰』総=ダ
讐㌶ 茸緻 鑓㌶ ㌘轟羅地贔鰐篇 っ暮贅よ醗 .議㌫1
テ レビ に品 形1て 鋼 槻 鱈 ・塒 う・ ・9ク碑 夕餉 ら/b・Hネ 殉 欄 一鋼 弦
ぷαノSAlて 」る調 査1てlg,　対 象 を直傍観 繋 ぐ 鰍 く,水 耀/8Pt　 A地 上 で拷 集 を行 フ1(.採
・3be・ う撫 ・琳 恥 脳 力て1齢 場所 集 抽 鯉 鯛.96フ 年 岬 じ1で1ん 価 ・1
潜 ・k晴間 などK`証.お の9"b.制 約 が生 ず る.)の 年1てt9.タ 耳以 降o.uaLdUoが',そ して
騙織 豊礪露 携鶴 綴織泌㌍ 趨餌 四
鹸 鰭 障1(1/.顧 鋤 座 視 か わ 中 て/9クs年./・9*e・ ら朗 初naて ・緋 色
易篇鎧゜1㌫ 巖㌶識漏ξζ夢殿11島謬鵠弩 霊 糠 ㌘集
集獅 纈 階 にあ る時 切 舶.・ タク〃抽 繰 曙 な ツ,採 集 回数 イ面嫌寝
フ看一ぱ、盟 乏 く2厘1分越 冬 に際 し,ト ラップ とキKク ぴψ・フた。'
1汀 る雇 難 物 採 集 を行 。九 　 tsう ん,/タc{・.Z　 Mf・　tC　tg.調 査期 間Sで きるrdl&〈
}ラ ワ フ務 集 で繭 ・'う、採 集 さ幅 土棚 とろユ と し 胡 ・・う胡 欄 調査 ちイ〒.
鹸 動 物`てρ躬 煽.(5・}・1(.弾 き小 醐t〈.調 醜 動*勘,タ 伽であ う.麟 抽
物 権 撫 鍼 個 綾 川 ラップ 乞設翫 τ・ 飾 物 にt9、 継 のT.　zimtceXt2　.　l　fWh
齋 霧㌧ ㍑鯛 驕 ㌶1さ:澱㌃晶燐 緩 み幽
1蕊1驚綴繍ll繍 纐 羨ζ驚 全繊 雲
比較 的 狭 し磁 囲 τ鶴 牧.や や長 期lcthf・ ・Z>>・う碗',鳥)・D間,6n*D・ うfH*a纐 纈
こつ い 徽 詣 る・ で媚 .ム 汐一 秒 州 ラッ フ・に〉鴻
以 上の締 果φ、ラ,メ ヒの瀬 戸の/を毫肉食 動物纏
嘲 い 臼 ラップi(1,陸 蠣 でモス・グイ 群 娃 動 輪/。 、。。。2haム ー ・.7Xaue・
をtl;1£,Cst・y>t(弔 い 効 篭 であ 参・餌{ご1パ 幽 ・ダ.・ 威 晦 〃 一,ム
重肉 を利 用 しk・ 原 則 とシ'(.ヌ ψ時 間 瑠巻canlf・fUで ある.一 椥(:4-,ら の動物13、
に瞳 レた が1天f鮮 のmOA・ で,こ 椒 域 　ggnvb。 プ に〉・b・b〈 ・a'll,添 弱 齢 入
晟㌫t㌫ 趨 論㌶警㌫il.ei　f,g3:　:耀 ㌃ 欝警 ㌶
集 留 ア・Tc-)t9、 脇 曝 地 の北 方 砂 ク…rpb"'犬3い 万 ゲε俊 ウ協 ゑ 吟 鰍eeP.κ
火 の瀬 戸ズ あ 〉グ4凹 め調 香19す べて.多 つ・、《岬 稀珂 能1修があ う.し ・'レ卿 ・
ツ諸 本 た場竹 で行 ・Zい る.　 ,te・odeL(つC・〈`1修 集姥堂 の考慮 に つ いて戸,惚
があ 糺 ンκらの問 返 を解 く1こほ亀 ・調 重 乞
/タ6ク 年 寸月v'う/。 哺 中 旬3で 切 間,重 ね5e夙de}f,,.撹 の彩 馴捧'1笠の外 夷.場ζ象Kなる。
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勿 波 秀樹 ・
(東 知夫 ・
<自 酌>
1)ゴ リォ・・t;1レムラ鹸 菩随 胸 底 生蜘 相
は、昭知 基蛇 国二Ql二β殴り、 周年 め トうッブ調
査やSCレBA　 l=よ 言勇5水嵩璃査な ど1ご申合ず
仁さ眠)つ あ3。 し5・し、 をめ知 見の艶域的
法 ず)は ケ参 ＼・。=:で1弓 、 トラッ ア採 噺=
よ 客主な底 生塵香椎動 物め駒 致全・体 の4ヲ千 尋犬
態 と,調 査地 点 の約 半数 芝 占め 了づヒの痛 めラ乞
底ゴ乏!ヲィ形と底 生生t掬の4ナ4牟・1:二つ・・z述 べ・5。 し
冷 し、採 寡光 点 は」采 さ、底質 等 王'必ず し毛考
慮 して選択 した い ではな ・、.し たグ 。z医
生生物 め金創=っ 、、z極asて 矛 怖 な・晴転
得3毛 め で(参 な い。
〈方該 ・材料 〉
今 回 の調 査 は 円80年 の冬期(5-9自)1=
、 りユiPt　 ・ホ{しム鴻 東部 本極 働 く剰11一 蹄
㎞、 駒 ヒ紆 芯㎞ の闇 の労地 点で 得な 小 山(国
－D L採 懐 用 具トは トラ ッ ア乞使 用 しt=.
芝の結果、未 同定種 乞念 ゐ8綱4上 種Uo3個 体
(魚類 主除 く)芝 採算 した 。
<結 果>
1)、1)ユ リォ ・畑 レム湾 東部 落場 のh"/7
合 同 め{鮪 で 採取 舳8綱Zt・tkの 肉、主
な 脾腫 の垂 直今千 載 剛 一2の 様で あ了。
幽 血 一,
1ま令帝 城8広 く、 ∫血h雌 、
小坂昌也 ・内藤靖彦 ・屋台 孝男
菊弄)(園 立棒 燭 究所)
'工Sopodc・　5pl
71ξ 塑辮 霞 鶏 め語1=/.,A柄5種類
'」鯉 αh・κt{ω
・S、雌 ・04・・atαstev塾
B、 比蜘 勺採 、、所1=「袈s甑 、 南 の語b有
布 寸言縫 類
・　H;ppoレtldoe　 ・p　・A血・P・
今 回の 調 査で は、塒 の取 り郁 お て 南
へ省 く1手ど水」采ぢ増 しZ、、5=と 参 合、=の
2、 垂 直 有 布 場 は 広 ・・が 北 のAi=有 為
お 種 類
・N.幽 　　・　Q　 　ZCiLc.tS.;.c
3.水1剰SDhO以 銭 ・南北{=/1テ 存 す3種 類
.　Holod4し4レoideα ～P・
4水 薬 ゆ 拗以 煮 ・」ヒ4Al=今 砕 す 言ノ種類
－Pレ っレ)u((.{hdaVva文 旦ヒ血≦丈ヒ幽
'(幽 幽 蝉'ti ・-d・mpS.!
・Aご 亡ihic、レ{O　sp.　 ・　Copmα二七("t(lda　～P
　 EChhao;olea　 sp
5水 深 ゆ 拗 以 ラa(・南 の語 仁 分 布 す 言種類
・P幽 幽 ≦
6、 水深 ゆ 加以ラ笑 ・づ七の 痛 の21=有 布 す
3種 類
t
睡 」幽 な ピ・8t/peの 内 ・LV曲 ⊥'2趣'鉦
魎,　 H・1。kintatotdeα　・P.　opi・:Otk・tdO・　sp・1の
軸 血 麺 なt・tat2い ・=dal",(q5ラ 隆は 特 難 有為 貨(た ・　Vl=N幽 ・
ワS年ヒ星合 ぢ行 な 、 た調査1=よ3垂 直有布域 ρ酬 は、残所 ち・≦・薬 缶 まで令亭(Zい
の広 さU騙 一到93.誘 、南1;ts出ff.C4s6N,t・ 。鴇囎 因 とし
水平 飾 域 は図 一31・ 示 した通 りz・、 旦z底 質,魅 畑 形な ど8考 之 鋤 言参'・星合
uab　 ,1亟 血 、一 など繭 」ヒ1・広 く(防 音),F・u(lc)6Dl・ は と・LV血
.N、血 い 幽 幽 などは醗}1昆2一 の材 顧 め蟄 貼 綴
本左令弟 乞示(z、 ・3。 く、12一 は直管1二、h↓幽 は他a輩
ヌ 全 体的 な傾 向 ヒして、垂 直 的 二は働㎞ 因1二影響 主淑Z＼ 電 と胃 ・h小言・
以残 、 水平 的1=は 」とb有 布 す3毛 めcs`'996・、2)」 ヒめ 矯 の瓢 と底生 生 糊 のh弄
二う・1レ島 ヒネス ォ走。　 Jeの ラ融.2方 向 乞索オ
更 仁、名鞭 確 鹸 び粁 命綱 謝 応 イヤ1・㌧ れ わ ケllレ叡 側 の繍 上庄 切
te3z,　 肝 浦tンpel。 舳 帥 右.～ ・k3ぢ 瞬 臨 っ蜘 で郁 と搬 ご き
1、 垂直屈伏水牢有希 域が広い種類3、
・」2hua・ 良._:二 で は 、佑雌 上 まいて塑径 路 願 ず
9
採疑 本 返 幽 ,Ω 一.卿 眈 二の様 ヒ.炬 無 訣、、Zは、採 勤 劇 こゆ
ム牢!は 裳通種で志り、溝1=出 現 す3種 類 よ.z出 現 オ3種 類,量k咳(t6"s見 ≦・畝、痴
1言Cb;・ha-ttutiloten　sp・.　H。1。†h"leot〃鉱sp.で あ っ 庭 訓 と鯉 生 舳.密 釧 。齢 しZ、x3と
右・ 基 地 筒辺 で ナ く採 集 ゴ ム 言 磁 .雌,思 わ ψ～言。
∫W,E6A,,れ ・:decas/),は 、顧 ζ・ψ睦 場－K
TZsxsi'1*kQqxf-・ ヌ・ オ)ク い噛 廠 』醜 以 上6・lqg?o!ipa).Sl.lnyRl;ll=抑鵡 同齢 よ.て劇
ま 署 内1=ft・ べ種nCkBbl'　 5"翼 ・Z才1)、 こ 得 到 へた 知 見 で あ リ、今 後 は 、 よ1)広 〈、 南
蠕霧騙巖こ;ご毫鴛聾βめズ鍔蓑警鱈一難 霞讐妄警穽
採鰻 は・ね オイや側焼 締 諮 な酬 〉脆 俗 イ=蝿 礪 薦 れ 生物
㌶ 簾 鵠 ξ乱 芸㌶ 罎 囎 の・a所忙裏麩2懸 謬 墓書1=す纈 ・縮 的な
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南 極 左 魚 類 な ど の 長 期 飼 育 に つ し・て
榊゜ 原 距 鯛 ム照 知 酬 シーワー ,刑 星 合 孝 男(極 醐)
周握麟璽霧轡耀;畿繕鵠鷲 鵠麟 窪1議:ヒ㍍警悸1ヨコ止.
鯛 立極 地研鯛 力・ら働 輪 託 援 け.観walJマ キガイ,ヒ 毛A)に1北 タミ 灌 腸繍 のホ
艦 、じの紛 」tllSNよ噸1じ 一ワール ドの寒冷 ッコη カェEOARA　 (2蝋)とkア 列
地動物飼 看皇 にて飼 育を妨 げてきたガ・昭和 彦 エビづ池イワシち言騙 して与え・ウニ類 に
s7#2nse.　 H召縫 地 蝿 味56・ 日 はア村 峻 劇 妨 えたが・薇 桝'ま 総
目の蹴 θ 胸 髄 鉛 刀/8θ)雌 生物 瞬 ・によ・てs':な ・・給 繍 始働 θ間 て－a
/2勧69紳 醐2纏 鵡(シ ヨうワギ 確 言 した・激 の繊 肘 θ騙 て'en饅
ス2鳶,、 ボウ ス'7げ ギス4.e.)原.索 動物2種a与 え ている.
3鳶,(ホ ヤの一纏/鰍st、 ヤの一纏 鳩,)棘8〕 この鯛 内の生神 は・
皮動物2施7点dウ ニの－k6st..ヒ トデ'の 鯛 ふ じ船 内飼 敵7畑 間)/8・2e/・
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歯 クジ ラ鶏 ゼ印 度 璋t・(分布 す&ヒ 考Nうh
s叡 .Pケ ・e4・・岬2iFkε こ4・・,P/・そ・n・'・紬 ・,
Pkg
、・・叫 ・ゆell・ 賑 三ムGl・ 岬 ・励 越・・の
6糾1・ 分 類 受 ね 。Pl・ モ・ru'・tid・eの 河 イ'・h
劇 嶽 遊 は∫瑠 川 初孫 な い・ マ ツ コ ウ鯨(弊 主翼と
odon)の 老建は5∫°8毛 勉'え て 南 まと回 游 をそテタノ∫:
…つン醐 飾 ㈱ 嘲3シ ンポ鵠 ㌶ 躍1亀1熟 ㌫ 瀞
ジ ウ ム・鵬 ヲ徹 継 ・ そ η ・5・翻 肋 イ纏Zヂ 燃 と・て あツ.58"Sで 茅萱のbp2r?tA7t3・P
tL`eS'seSt境 恥 すa・ 蠣1嫁 く・　AN・rARC・ は 劒 噂 棟3.Ph。 … 減 ・ で'嫡 親
麟 認 霊 禦 鷺鷲 麦礪 讐畿1漂舞蠕 ㍗撫
顯ll°驚 蟹 ㌶ 蒜趨瓢 蕊 織;撫 難 ～1㌶
あ・　AUSTR醐 耕 鹸 媚 ・内 露里悦'8楓EP麟 肋 ・嬬 鯛 あり舛'}SS・Slz
二纏:㌫ 曝鴛㌫ 脇1よ・獺京物 ㍊;1葛き晶蕊5惣芒鷺1(㌍鷲
そ躊 燕 噸 裾 榊 嚇 夏ji;"}獣㌫ 灘 聯 繋 ζ
ll負i.つ ・tて、 そ の 回游.イ ケ布P二 肉 す 」資 料ijl　 が 多 ・,と考 え う れ3。
ら.身 寄)・sse5の 」建議・〆 あ9万,否ti・1}.茅 葺試 した。　 PINN(PEDIAでtaAn〈arc4ie　 seαls千 種'*∫5。 δ
CETACEA'縦 來 ヒ デ 〃 ラ(MIST'Cε τ')と ・鳩'・ 飾、4車 力"赴 ね ・ と楊 ソ、6
歯 ク ジ ラ(OPONTOCET')の ユ 亜.房'ニ ィ分類 され ゾ'ウア グ ラレ(　lvriroun　 q　teoninq)ガ"S5。 」 全
て ・,∂。 ヒゲ'ク ジ ラ類 ブ印 渡 洋 にノ享ゑ →'♂4重　iE上 し't'い ∂。0{arii4eワ オーストラリアアレ.h
1き2糾 ・含 袖8・B・tla・ ・t・P{・油e嚇 ・ま広(～eephoca　 q'nerea)と 南 二才ッ トセ イ類,まy∫ °5
範 囲 綱 游 舗 うベ ン・弼'纐 但 … …!9・)樋'し て南 下 し6"の で、55・ 恥 麟 が 抽 。
は5S°SV人 南 で の束 耐 宛務 づ,"多く、 以 ≠ヒへ のtS
うち与は4yく 喀 ・・9ま た.5'S°Sじ 人tとi:は ヒ゜ グ'ミ ー
6ナ1が λ鯨(D.m.ちrev;cauaCa)ガ 併喜息 す 」づ、∴
∬ °S以 南'・'細 赤 しな ・ と考 え5れZ・ ・9。
現 在 郁 鱗 捕 鯨 の摘 緬 能 鍾 輔 氷;穀 ンク
鯨(B.b・ 鵬 ・e兇・i・)1種 ゼ'lesaz5i'1　=の メ重'論
亜 熱 学 峰 繍 靖 城 へ の)司競,3少 ・・とiれ て ・,
9。=の 科 η縄 の鯨 種 咲 それ ぞ'tc個 有 の/、ク
ター ン 繍 す 。が δ5°6のEaj・ 」・'k　e　s・　s-　s
':'タ!e.わ れ な ・・。 分 布19訪 参は55e5tオ ーバ'－
SIREMAの ジ去ゴソ(Pxu
.mp)づf印 度三親 物
見5°5の 辮}解 職'嚇 建.し て"
)〆 ∫:∫>s°δ1=肉 イ秀はtJ・、。
CITεs紬i'tE,;;;ゴソ のA・・s+ralianp・)川 ・
1丸子'o,tl‡・イ茅、獲 大更制 オ・》除 タトtて ・・δ。1W-Cの
鯨 イ纏 邑 り京 の境 界13・ °GE,、 ジ ュ ゴ ンイ纈
の劔 で160°Eヒ す 」糠 齪 脇':?Fし む。
ジ よ ゴ'ン の楊 拠 矧 の閥 夏蚕とす べ き で あ ろ う。
[結 果 〕
印 度 洋':S・VO避 暑天籟 のhp2?t*、 そオしそ淑の
リつ ㌔ … 」.B・f・eniac・ ・り鱈炊3∫s・ 人 種 献3晩 酬,eと 匁 舗 材々 デ叔55°5粉
蓼㌶嘗㌻篇驚齋㌶㌶1躊 讐語語議鷺磐鷺漂㌃左顧
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/タ8ろ 叙 年 晦 ロ基 地 付 近ズ 見 らdif〈 アデ リー ペ ンギ ン 個 本 拠 η嬬 力O
星合 彦 男 末 田豊 彦 翻 寸葛 福 地 光 男 人 嫁 菜 明1
(極 蝉D(タ・鳩)(㈱り(枷セの瞼 姻)
日ノ桶 極繊 綱 隊 心 拍 でt(彪 競 辣 う頑 彬 利 用 レ〈,葬 廻 向種 物
続 け マ3た 地 域 にd,/Bの アデ リー ペ ンギン シンポ ジウム(/タ 〃 平 夕月/8,/タ θ)1(
ノレッ カ リーoS'あ ろ。)aう ラB　e')fr　tiプリンス・ おし'て./タ ク/・31)メ降 アデ'ソーペ ンギ ン1)
才 ラ7ヌ 多岸Kあ り,他 ば リュツオワ丁・'レム、ラ勇ykl　イ固i繊 が減 」7してい ること・ち報 壱 しづ/タ ククー
`てあ る。 パ ッ、ダ 島 の鯨 岬 の/レッ カ ソーを除 けば7r手 を除 ぐ と,/タ ク'e^ク/年 賦7葦7S・ じ'」
ソユ・フ村 ・以 遣 輌 ・レッrt　y　-　{a,総 海 棚 オ曝 地 さ麟 で5ra〈 悟・ て いる轄 ヒ
勧 麟,宗 谷締 榊 島 々に散 在 レ ひ る の一縦 指 摘 した,
(〔図/)。 レO、レH多 ネers地 周 辺Aア デ リー その 後,/タ8ソ 耳.ズ2>欠 『まヵ・硫 墜機1く よ
ペ ンギ ン個体教ll寸極 めて少なく,絃 数 κレ《 る斜 多ゑo・ら痔 らホ仁資社 地 上調 査結果
1δらザ1く./タ8Sirp.　 ,e3次 隊 η地 」L調勧 告約30〃 羽 と推 定 され てい ろ.
B/　。ma　ss　stvb　4-rc　 eレz.敵 耕 段 果暢 ら畝 ・7で1二dkbE"PZ,穿 艮物 参.
階 にあ る動 物 の個 体数 受動 の長 期 監視 のイ文學/タ 〃 年 の調 書1訂,阜 参機1(よ り一 斉1(ゑ い
慢 が強 調 さ4tzい る.た 召k9.日 本 隊 に碕 範囲 にわ た ろ観 察 を多子・・得 たが1/レ 、ソカリー
針1・ 欠測t"hるb';/タ5/瓢 來 わ グレ1・ あ`禍 ペ ンギ ン個 体数 力減 ツ は い3//
カ!レベ ン,レ、7カ リー での ペ ンギ ン個 体数吏勧 月a4日1てro'　 .s小 綬愛息 があZ,。/タP2　 tya
の資料 ヵぐ蓄積 さレhマい突。5た.こ 勿菱汁 を 調 査 ば,-9Pを 除 くL//月 ヰ 可mp,　ペ ンギン
補 頒 継3鵬,紗 パ(鉛 の ・U・力 嫡嫡 が最 ラ(t:　rdる 酬 毛払1・ ・〆さ競 が:
リーτ'得らホ 《いる.調 査地 域d票 谷海 岸'て暇 られ. 調 ・鯛 明 し
)郵/.‖ ζ矛'コ基 ナ也周LDア デ'リー へ「ンギ ン!レワヵ リー の'神
15
3週 間 に械 パ 　"be　 ネ醐 ・4獺 胸 醗 擬　 /9fa　ifS例 タfbh・d・ ・ltS",　/タ〃 梱 降.
雄 徽 噺 仁 加 で.3riい.壇*猟 磐11ア 列 一町 ギ ン 【ct。 て6th
し・'レわ7〃 カル ベ ン,an島mtレi7　 ip　 で働ft　 ekkらpm　 s.斜 表.〉 の水脚 ・1
ソーの個体抽,/防 叙 靹 面恥 もKい っ 召で鰍 櫓 縄 孫 引1攻 嚇 い.枷 て
榎敦 同調有 レてい ろ4で'.年 次裏勧 を老棄 す 素朴 ぢ観 繋 であ るe")ア デ1一 ペ ンギ 巧固捧
ろ酬 とレz・ ・え分 τ'ある.こ のG-s9伽2繍 勧 継 統 ヅ?7pltる.
レて作 詞 レVr.のφ`"図2ゼ あ う.
爵ttrtフカ ヲー レも,・ くンギ ン燭5本擬碕/9f/
称 バ如 百 ジめ.嬬 力噸 向 ほ/S・,PR　3F　tシ徽
いて い う.・ レンパ の/タ微 午 禄 物 ,晦/回
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/9ク タ吻 籾 傍 も 「b－ じ.1瑞 象 墓 域 へ
才孝2ギ レ(い τ;い カベ;/タ8/～6Fち2月 トをア孝'す`1}∵才参
社 奮 励 註 す ね 御 薩 … あ 埣 ヒ触 ら
4しs.拷 考 の・〉ζ」髪惟 が'認 あbれ1;e、 っt－ だtt
め 二e　 z"hs.　 さうに 〃8瞬 胡 　lq1脇 魂
蛇 周i!1-nfe氷ig　 l3ぼ 莞・会1こラ気中iリ,/983嵜
胡|・ も同 稀 な現 象e・'icつZしi5.・92・ 卦
頑 φ'ら秋 へt・ け7吼 ラ例 〈・悦 づ〉に蔵 幅
ろ と い う二 と 【字り φ'っ 旋 も のの,開*面 晦久.
aっ'・ 孜 と い ク,/98ユ 恥 ζほ,ゑ ・・う漱 へ
to'i†て、開*面 が 開 く ニ レ し多9Le`r2〈,海
iド19レ っ ク'リ レ 綬95Z")り っ た 。 し φ、 しシ
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フ1つ ン トに あ,げ う 植 物 フ。ラ ン ク ト ン パ ッ チ の 弔う成 承 ひ鳴住持
巽、薄月フ1コ ン トEづ2・ ＼rし し て 一
心 、本～ 次(東 土も大 ・農)
〈は じめ に 〉 ラ ・ ク ト ンの ううで も繍 性 硬 親 綱 才購 縫
従 来 の 常 套 的 齢 観 測 で・は劇 ゑ 間 隔 をヨ碗 罐 ん で いτ・.
い しboマ イ1レ に設 定 し1き たfこ め,-JL芽 フ ロ 学悉 温 添 加 実酸 てvは7ロ71一 着 集.y!lll-:?
ン トの椋 にネ隻雑 な 海iチ 構 造〆1bつ 嚇 の 主 膳 イ フbフ ・ラ ン フト ン 部 分・のvillV61bN"#auS)9に
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Kt:。/8ecで 口 声念 々t二{尼 亡 し て レヤ く、{`奥向 灯ぐ
認 め らtL1二 。 照 渡 、才300ク ～4000伽
で イqaPt・ 着 レ く6。 。 。 輪 ご11遅b・,1、 。
こKう の ヌ 裏倹 き舌、果 ロ・う 、 こ の/i蔓i‡ 、 南 極 て"s;
記 載 ヒ光合・碗ラ善性0°c付 近 で亙 旨 してい らのに.堵 々 象験 で口
・3～ ゲcの カが ま養が遠 い こut興 味 ち.持
重持・・tて個 体ヵく採 集2れ ず.生 育条件 も不 明 τ二相 二'こ の条件 下 で/年 間蕗蚕 を続 、TrごV〈
聴 諏 知 ・・τ:。
i'度}6Z..・中島 西 日本 南極 地♪義観 汲d隊 員に よフ
て./タ8/年/月3/日1て オ シ ク㍉レ美7メしっ
うf真タ「a)zl〈,ラヌ、3へ6mの と:う1て 言ζと託 しf:「 フ
幼和 ニス炸 賑 して崎.獺 ・嵜の形態
と歳 分紅 ろ形輕 τ1・てい・1・。/2時
間鯛 ぐ暗紅 続1寸神 くヒ綱 イヰり・ら、さ
引 ・新 しい幼芽。轍 現 してゆ くボ、蓑采形成
,5〈ts'ご」 ズ ・ ウニ リ体 上 よ りYgく の この煙 りt‡ 認 め うれ な 匂・7仁,)重 縫 光,短 日処 理 も行
オ楮 夕・採 集 き帽:の ζ∵ 感 通海 縛 びo°cの
イ些ラ量†亘ラ昆望に培 ノ養 し7ぶバ ら本寺5ソ 帝フ ∫:。 そ の
後 国 立搬 欄 丸所 の低 ラ孟恒 温 室 て・培 養 ヵ・続 、ナ
ら八./o目 寺で保 存 さ」へ て き仁寿N"徐 々1て脱 色
死亡 し てゆ さ、 形 態 的1:、守株 集暗 め(,リ ヒめ
到 差 動 ぼP・ ・1・.等 割 ‡6イ1琳 の試 料 の
τ勘 共ち 受 、ナ、/タ9/年/o月/3日 よ'1濾 、
量 海 水 を 困v・0-/°C,30ク0」 飯(/2A)
の低 温 恒 温 望 ぐ培 養 亀1嗣多言しt:　tr、ご.翌 斗Z目
/S日 ‡ズ ー ∫ヒ ん ど生 長 い ご・・.1・ 。 しク・　 °ciz")anヒ 肋1て 値 、‡高 くr;'1/8° 乙 て－tI
し論 麟 性 能 甘 い ・のZl".水 ラ駐3・ ・1…3S…8/e〃,"/んtれ1・ ・ 呼馴.
上 げ.人 燐 ポ ジY・ ・1シ.蛙 疲1・ 移 レ ラ繭 ・16E異ttaSe・)Eしく ・八 ・、・9一
蕊ξ纏器㌶警標麟認農壺亨 端゜篇羅裏て㍗ 儀1誌 巖オ重ぐ
数/・ 嚇 醜 し1・ その鯛 じ鮒 ζ・蛛 あろが献 覧剛 広ぐ 夕縦 軸 時 鐘v・
を続 ・†.嚇 ・て/伽 羅 友 ド いT・ 痴 ・姻 値 齢 しt・.詐 培 養 鮒 触 れ 力 裳栗の
イ本{分 割 して堵 蒼 状借 を吏 えて.主 旨状件の 形 み 灯M‡フさ り ヒ認 め ラれす"一悪性的 に新 値
検 討E行tわ †(・0°Cビ は わ ずいに伸 長 バカ 休 バ形 歳 され ろ・季1:・tノシ銅 寸 ろ凶手 があ うう

















岡本 恒 美 ・高}奮 え 三台
神 戸ノ暗'自 然 科 学研 臭剥
緬 蜘 稿 た餅 斗は ・第/・ 来観 離 がc・e・ そ・ル蜘,、Lム 幽 ・の タ癬 融 叡
オ縛 こしノ三 ρ1泉集 オ シ去、lg　フoラ ン ク ト ンネ ッ ト4S°kS'ム ノ・南)一 で'ξ認め'て ㌧)ろ・。ノ今回)一・Grc.ムK4トtrv
(× ×刈 の り表 層 躯 で＼ ホ ル マ リ ン ・は.エL幽z⊂ 戌 ・・ム が'β 聴 叫 で
タ ノ ー ル マ"固定 した 。・今1ヨ 報 告 す る のla.　 上 あるが,認 、めil3・Nた 。
記 試 施 転 得 ゜03'S・V.南.〃1eCIS!～/°S6/Wづ臥C・/i… ん例6"'見 っb"?/」6・'・ え つ
闇 の6の で あ る,t」.,β 医局 の ㍉ よ う'・」 目線 が 鳩'り
,今 臼 の緩1察 で 認 あ ら東 天Cerat「 比咋属 は,4・ 、こて1て ↓5乞 の と・巴 わ ・K5の で.ろ 後 清
幽,C.P・ 吻 ・幽0.痂 ・血融 ≧ 座 査(た …
.ゐOrrrぬ 襖の 、七種 ぞあ る 。 この 由 ぞ(≧ 拠 　 Jb'r6en∫eル(/ヲ ユ・三ト)は.　 C・　nt7rtal"　・tは一・
c調 伽 細 の2種ig4プ28'iS・ ・)1・ゴビで(1.,....一 炊 婦 魂 お 鰍 姉L樵 恥 ほ 麟
!wseesは.49・3腐 以 北 で の み 認 め ろCtた.蜘'鵬・・が 冥棟1・ 叫 蚕隆 紅 尋か 、奥 庭
特 に,　C.　a。inKfecx?　・ζ.(L王 幽 は,4プ28Sいてい る ・南極 遍 で も.〉'3ご 軽 壱b'/e6'つ
えが.4回/塊 、穏6・3ぞ 日 あ ろが.ノ ニ量 に見
か っ た 。1".'6/°0/一/08'4グ βぞ ・・出、さth1デ ひ,)こus.　 」5r3enservの 想 定
1支 椅a蕃 が.EA・ 域 が 極 端 に予睦,t小 て ・)
ia縫ptで.4728'^∫ ・6・う68・ 継 労 ∫ の 閉 で認 め る ≧乙が 老 乞 うい る
一1寺.48°37辻 一う れ1三,
Jδ,e・η∫飢(/92卿 は.C.　 2enfa伽 卿 で 川'タ6ノ ε,ぬ ぷ゜一 〃!°g6'ε,"7°S・ ・2!S－
両後 衛の本 刑.御 縛 り敵 角 脚 ・ある縁 〃2'・S・"'E、S8°"/・7'6-!〃'2S'Eの 城 献
の燈 之 分輔 のtPt　 vSリ2っ の.峨 ・ 纏 ・認 め 緑 ・β4/・伽 爾躯 ε考 ・f4一
を3¥b,}て,._c
dY{て い ろが',図 もきこ載
xの ♪じ較1&ぞ 吃 な
い るバ,今 回 両 重4重 を周 一 採集 点 て"認 め,そ ・・.ltだ 同 ゑ種Yし/も.今回oノ浄 域`u尋 分
の鯉 繍 ・妖 が1鯉1"謙 的 で あ るの でX7〈 ・・i1・一べxl:/」 ・マL・3・ 婦 梱eム
C,　 ent,vλr.　 obec∫七eCPt　7b'rノ タ〃t3る.2伽 伝4ρηαη侵言そめて い、る ・・b・".這 うZら 蔓 イしに
c.剛.醐rρ ム・ぬ 卿 蜆 〃.8.2・ ・Vt5の6・ ・ 匂 細`a今 明 で あ ろ ・9`瞬 繍
8.09,動 、3タ・36・～33・73ラ ζo,オ(湿0/ρC以 にGさ 椋 訂 毛卑 く写る9
上 の範 副 ・生 見、して ・ゾ 。
今 回 確 瞭 を餌 で 。滋 飢 比 較.ば 。鶴
で 1羽 田(/97・#)ls.igi・)と`εト 繍 ぞ 、
(ヨ オ国`尋.そ 小 そ ψ㌧・
℃1て ・)・b.)Cl〈ボ4ii
合 して い ろ 。t6、 し,
蒙野墨 論纂鑑ち鷺㌘
極 レ数 、な が う.C.hρ ・・idec"・ ζ 認 め ろ 小 ん.
Bαノ4≧cゐ(/、96〈 障)}ミL、 　C.　　 tq　Oxue"　 　℃{Lハals
き1/竃欝1篶.乃鵠 鴛π、温
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,特 にParv・ …bi・u・ …c…i・(・・un…)・ ・… 。dreに つVl
ノ/99/)。 本科 の種 が'ノイ匡1
体数1二つ い1手99く ノ分布 に つU7毛,広 く
南極 海1二存 在{マ い5こ とtiv'ノ示 壕 さわ 一(k、
る(.D軸 、i96。)Brk、1卿 丁 ノ働 。本
科 の醜 寿 マ・'の螂 的 鹸 に つt・コは、
ま]ら'ナ分'=は 老トっマ いな(、。(ウ ・し,バ イオ
マス計画 の一致 しπ行 なわ れた 蘇 ・睦 大
学稿 蠣 櫛22次 航 海 ↑得 ら昨 試 料(65°
5b・6'S,isisPt6、1'E)2縄;llil,し 仁締果}ナ Σキ
ョ クオ キア ミの 生者 海 域 の{毎k中 より1本 針
のParv…　rb・・u・…　 c…　i・の個体O・、彩舗 癖
され た。 ま存ナ ンキ司 クオ キア ミの糞ヰ よ/),
本科 の α斌説 艸 ガv多量 に 見広され た 。
本科 も含お(燥 撫 ラr、南極 海生態
章 の{鍵纏 であ るナ ンキョ ウオ キア ミめ・餌 の一
部 とな っ了い るこ乙 ウV示唆 さい る。大形 のナ
ンキ3フ オ キア ミの 集中 に 見ら似たc誠 泌
原゜ 成 光
ノ田上 萸 一郎 僻 鉄 学・自修禅 師騎利う'
.eg・fに つ ・、 二 碗 μ パ 小形 のモ のの 重e＼ら1せ,ほ とん ど亀
caOCVtyvetdaellneat久はノ無 色 の単細 目ヒ生 物一1"ノ 鱗 、さ休 な ゲ った 。 ナ ンキョ クオ キア ミのサ
離 鋤 の纈 丁は,ヌ ・・佃殉 ・ph。veq(60物 イズ1・;3,酬 翻1勘 有 静 纐 坤 る。
性鞭 も 曳綱)、 碗 嘱1酬 ぬ(襟 鞭 毛朗)Parv…rb・ ・u・…i・・i・(Meu…r)・・…n・・e
に権 抽1い る(imntac・ 、'99・).pa:縫 の 砒 ム は蜘 で,2本 の分類 学
纐 轍 と し1、 細 師 端 に,」 鰍 と.　bUsw・nac　 Whと 、御 本 の 蜘
〈杁 奄 囲む 仮 足の輪(ω 伽)ピ を満 つ ・本　 dWtfi、 らな う。4卿 はない。
日劇 の榊11・ よ')、 ①c・d・m・sls"d・erv、② 陶 画 蜘 臼 つ個 体lasるOts,
～・1吻 ・Cidaele・ ③A・ 励 ・e・td・e綱3緋 孟繊1・ 妨 崎1、(Fiss」-4).緬 楠・eda・e科
atr　e"1　 ・る(N。 治・、i96の ・ム 舳 。・・畑 に齢 罐 酵 くパ 広三雛 で 掃 こ ヒ極
細 燵 騨 のc杣 下 穗 た弓 、ごifの 棚1い5・ 」・"、物 申↑ 杯 種 は、-2、4-2s.・
しov・lca　をモつ こ とウt6寺微 一びノう毎≠≠のみk分 布 ℃乙広いう量膚身隻囲に 生育 しノ南プヒ両極 を含め.
1漂鷲 隊聯膿禦 羅驚㌶驚㌫㍊鵠㌫謬鰍 妾97ち
のrv・re1・XwntLfZ、 載 鱒 輸 鮮 締(9・da、1979).緬 ㎏ 嘘 齢 はノ いくつウ・
欝㌶,壱嬌甕撚 三濡忽・19篇tl　玖鷺藤慧鷲彊謡舞㌶鞍:
ノ
i見1王,」6属 ノ63種 を!含ノ乙－C^t、3。 環tiE,の斐イヒ」二よ3毛 の－t・rs3と 考乙 ら4へる ρ
重璽 璽幽.1竺 ⊥}ユ 涌 縫 合 縫1一 は.ttし てParv・…b・cu・。。。ci。・i。
侮 り＼ら 塒6勧2種 の婦 酬 轍 の噸 乙鎌 に酬1輝 咋 い。




　 Figs.　 1-4.　 Parvicorbicula　socialis　 (Meunier)
Deflandre・ 　 Fig.　 1　 a　 lorica　 of　 the　 spring　 form
occured　 in　 arctic　 Canada,　 after　 Manton　 et　 a1.
(1976);　 Fig.　 2　 side　 view　 of　 a　 cell　 collected
in　 the　 Bjδrn6ya-Norway　area,　 after　 Throndsen
(1970);　 Fig.　 3　 a　 lorica　 occured　 in　 the　 Ant二arct二ic
wa七er;　 Fig.　 4　 a　 lorica　 collected　 from　 Shioya
Coast,　 Set二 〇　 Inland　 Sea　 (Kobe).　 Figs.　 1,　 3　 and
40n!yt二he　 cost二al　 strips　 lyirlg　 upPermost二have
been　 drawn.
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田L要 綱 撤 学 ・融 矛隣 房確 剰)
IL)iiEF　t"　,E)　'ピ 鋤 ηプ ラ ・ フ ト ン の7・ 一・v1レペ ト)よ バ 嵩 唖 τ吻 ・　IT〈e　一方 厳 知 嘲 生
レッ ト18、 その 大2な 沈 靡 速 度 に よ り、 斎 層 狗 飼 ラい 尺 室 内綱 肴 実験 τ1ポ ㍗ カノレA。レ小
佐 願 瞭 有機 物 も 津 聯 ・k4へ 確 ㌫直 輸 ㍗ 胴 胴 輪 痴 」燐 相 し物 門 ミ ノ 腕 比
医 す る碑 な担 保 し観 て ・ る。菊 浮1・ 」F・・1プ ヘー ckeヂ け い 特K矛 舵 争・脳 痂 鯵 量 τ顧
ろ親 生物 ゐ 素 の循 援1乙 ほ 、動 物 ア ラ)ノ ノトン 考 τ あノ 斥・ 以 上 の結 係7Jlう,白 女 状態 に痂
の 乃一力'レ つ9レ ッ ト リ有機 名リカr飽 、勿(大2Z㌃ 「 ・)て1零砕垂 才ヤ ア ミ　kJ、　枢L解Dプ ラ ニ ク ト二 才 ・フ
役 割 を燦 か ・るtez考kS"る 。1カ)し ト(メ刈 の ご禰 られ 》7qラ ン フ ト>9Zの 縛
7,-tlレ へ・・。 ト ・有機 物 に 。v・ て1"'試 剰 練 餌 パ ・ 川 蜷 ・嘩 力y示唆 酬k・
礁 集 力価 鞠 鵠 妨 弓 咋 ・如 」概 観 限 酩 鱗 瞭 楴 垢7・ 一 力 ・パ ・・ け に4、
・定ユ れ ・み .捧 痴 蕨 か 丈タト吻 矧,打 ノ ブつ ニ フ じ ビ
南 種 オ キ ア ミ ほ 、南極 海 生態 系 の 字 句鍵 纏 あ ろ裸 噺更毛 払 州骨 片 ヵ丁タタ号 に 見 出 乏 れ 医。 そ
t{て 知 られ 、 ぞの フ仁 力'レ ベ'レ ワ ト の有機'2τ プ ラ ニ フ トン脅(宰1乞/oo/〃t」 ・kL/40へ/nt)
物K聞 す 多知 魁 ほ 南箱 陶 こ6・iア3笠 態 系 ・　 A・・i　/Spm7ty"t.あ ・80x-3伽7・ 一沈 澱 お よ0'33'uv
維持 僧 噸 擶 鍬 癬 理 解 弱 クえ τe1ノ,陣 ぢ 嫌 の 飼 励1・ 分画 ほ 、形 態 観 察
わ け重 字 で」5ろ う。 パ5一 マ ス計 画 の ピ暖 と 脂 肪酸 あ沽 び ア ミ ノ破 鍋 戒 を紛 しτ〈。 勃一
1て イ哲 桝 ・畝 京 ・κ歓 輸 属 梅 屋 丸 翻 －t・L/t'X"・・ ト 醜 想 冶 齢 弓 舵 酬 蹄
叉 航 海 の方f、 南 極 オe7ミ ε株 集 し孝 自費 状 畷 含 量 は 、圭 ヒ(て 大型 薩 藻7"構 成 芝山 ん/OP
態 τ飼 和 ぶ ど1・ よ リ ブ6-T・ レペ ・・ 蹴 μ 嵯 り齢 τ聴 一 い磐 王族 ヒ脚 線 鞭 も
縦 齢 ・t"〉"TfT(p・ の綱1・ フ 、・て有 虫 ・味 培 劇 競 拗 れ 卿 餌飼 ひワ切 ・戸
1敵 稿 ・よ睦 屋 新 星 ア ミ ノ働 ・‡び 脂 綱 翻 ・請 ・1駆 和 ㍍
肪敵 組 殖i嬢 ほ 。 同 一試 称 ・… て産 直 ア ミ ノ離 職 τは 全試 料 τ 神 速 吻k
型 鶴 顕 微飽 ・請 形 態 観 察 拐 うな わ次 た ・ 分 解 乙娼 婦 グ・しコ ー スア ミンカ噸 努 に
一 ・紛 れ 〃・舶 編 癩 来微 細 シ 瞭 ・ い 噛 城 τ繭 薩 肩 ア ミ・ 、レ
の幕鰯1唐 、(65・ 知 、6'S;ノ封 ・/9、o/9)K万uて 、 柔 育 》有機 狗 酊音 画 的 、二蒋 巨 万 》 こヒXう 刎
集 魚燈1・ 知 ・ 繍 種 引 ア ミ9「g{アbl(　 カ1一械k・ ば い7・一 か レへ・L… ポ 紅B
よ り稼 集l　 fc。 稼 集 に併 ㌃ う)5種1千 ア1刀 れ5グ/し コ ース ア ミ ン戊飼 肴1ヂ に妥 〉・アb脱
擬 傷 ぼ微 小 酩 ヒ考 え5れ み。縛 られ た南施 す 皮殻|㍉ 匂象 可5{の 芒 あ ソ,ア ミノ酸 組 成 左
Kア ミは 甲板Lドth・LJて500ノ ・1・rwglt/L,、 硯 そ のiま 比 較 可bの ほ噺 刀、1・)・ そ こ τ肴菰
協 を 面クκ(フK差 一〇,a～・o、7・ご)のえ 氷 下Z"ki肴L脅Kつ塒 ・"須 ア ミノ 酸指 数 乞算出1τ 比 較
て7一 刀 レ ヤ い,ト 試 料 を得k。 飼 畜 崎1(は 、{1〈 ・ 脂1方 蔽 の楊A・ と同候 い 室内例 † 稟 聚 の
傭 生 物 σ添 方邨 な カ),た 。 同 一 獅 厳 に み りて 結 集 力、ら,・逮須 ア ミ ノ薩 指 数 は餌 詞 伽 ・ル ベ
ノ/レパ 、ソ クネフ ト(Xxl3)ド8リ プ ヲ ♪フ ト ン て フゲ オ ルAe)レ フトZ'節(ケ す 》 こ ヒカ「わ カ)・
試 料 迄 、表 面 ・k剖 つ ス フ。イバ71i/・9一 τ7r・.輔 裡状 態 τ傷 られ ㍗ フゲT・ ・ペ レ・ 卜
縄.特 ・ と に 川 懸 勧 試 郡 瀦4居 た・ の彰 紬 ミ ノ酪 微 ほ鵬 白滴 ・・ プ ㌘ ク
3擁 塁 乙考 療:フ 「 カ/・ へ・レ ・卜 刀有 稗 御/ト ♪貧 料 り参 画分 η値 「6・/妨 グ帆 あ再 びメπ瞥
プ ラ ン ク ト ンの それ ヒ比酵コ て、 有織 家糸 倉 沈澱 面 分 のみ 卿 万 一か レベ しっ トよ り も需川
音 や有1爆 笑素/㍉2め 会炭 水化 物 態 あ・∫び ア ミ う直 玉矛11〈 。 八Lう 話塚 力＼ジ 庚 駿 刻一行 今 わ
ノ蔽 焦 裟 秦 ・、考怜 ご芳 烈 ポ ・わ の 、脂 肪酸 瞭 陶 酔 寸 ひ'酬1嘲 ・ほ 、 醐 靭 千 ア ミ
態 蘇 魂 険z・ 嚇 噺 禧 －M　 fy.し た。脂 ほ ・哩 手纏 嵌1噺 解唯 ナ ノ7つ2ク ド
肪 蔽 組 成 で 園、 子飽 和 脂 肪 両鋪 童 坊 プ ラ)7乞 方量K段 庖1てN-・ 六 ミと力怖1庭zれ る.
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近年 生物 地 痢 乙字 の分 野 で(」.主 体 包構 纐 に よ ・て律蓮 さト てv5し ヒEうζgkす 多
望煮 ・'二 の彬.Z2テ6ア 海 の窄夏物 プラ γク トー/成 すう主要 多元案 じあ5水 煮 ・炭素 ・
酸 素 等 ・を を 剛 立桝 じ醐 度 す5>bに.S・.バ ン ダ湖 の藻類 ペ ッギン1L/N7771ノ ーのft
て.物 生物 耗 構 繭 き有機 伽 ζ蛾 して(縛 につ ・ゴ 拷 豪 ε行 ・ゴ・い.
環 嚇(咋 〔ラ亀受 、地 理b9な 場 所 なビ)、 植 物
り圭 角 生理 、動 物 の食 甚一食物 」重鎖 の解 析.2.,ペ プ ギン生態 系め食 物 連鎖 の解 粁
動 物 移 動 の鰍 紘 ビの研%E行 う試 みヵ憾 動 物W叱 含 量が餌 よワ姥 稿 く龍
んにな ・て き・乙・・う.こ とが認 め うれ てゾ る。特 に窒 素に 関 して ぼ
拠 は ここ数 年 南 極 スコ・ 卜基 地 周辺.二.fの 生態系 で'食物 皇鋤 こうbL・/8SN値 が
お よび ヌ、フテづア!海で矛采勇又し仁 土壌.ラ胡水、.一 走 の暑1倉 で高 く な ・てゆ く こヒが 明iラか と
海 ・K各 駐 擁 賄 纏 素 練 同1立体嫌 な ・で(.こ の段 飾 南 ・W/ヒ 砿 麟 縮 の
に割 きデ ー 舛 集 め陶 猷 圏 吉山 廊 お 椥 靴 しZll　 動 物 納1て お け 違 目 纐Q
唱 肉 同1立獺 賊 の変 動 かグ 望和 起 源 ・ φ生顔 や 望勧 彬 齢(尿 新 イクル)の
サう クル1(倒 す}研 え.ペ ン ギン生態 系 の食 駆 動 の際 の同 位一体 分別 が考 え られ}。 従.って
物 醜 の解 新 参嚇 類 の生 餌 穆 ・ZiSgb　 の φ現 象ほ多 く砿 物(共 通U諄 砒 見
所 孝も急進,め て、ぎ丁(。本譜 壷 ご'、工.こ れ らの う な'すご じが'で きよう.・我?ぽLL1Pt.'e勺 単純 な食
う蜘 写 物 祐蜘q知 知 ラ乱 漫題 ・(示 しで(二 物連 鎖 踊 刷 恥 》 ヒ考 え ら4・L}ペ プギソ
点 ・(つ ・・tこ 幅 で の知 見 εまピめて報 看 甥 鋒 に着 目 し.同4itvamaatの 面 か らめ.研究
gs.
L灘 餉 鋪 勤皇
毛仔 な ゴ(.
試 料tgl99/年 明 ～3月 にDvア て」瑞 地域
で 縁 取 し仁.jktvf果 の一部 色表.に ま とめ 多 と..
硝 酸 画 し 硝 酸 紅.脱 窒な どN(駒N-o　 以下 のよ う〔c・sう.
rkAoが 切 れ さ代謝 糸IJ欠 きな同1i[1本か別 メド生
起 すか'2a)?(き さは代謝 糸幅3動 が醗 侯
与件 の横筋 速度 に よ)(え 全 に搾 速oれ てd場
合 に最 尺(ム ρy)ヒ/∫ り、!v53か え拾 に律 速
Lでて場合 に巖・ト乙な5(ム00).光 冷 飯 糸
にお1アさ炭 知 司1正体/ガ別 も1司才筆の{直向E与 え
.霧 麹 のdZ筒b乙0之 の1長給 が律 速.43場 合 に
lJ同4劃 季・か別 係数 はll・」くなbこ とが 知 うれ
て ㌧・)。
ド ラ/1バ レー地 場(.よ 神 ラ6ト 后 ラビ リ ン
ス地(3の ラ也 で採 取u(癬 身・」-So%。(6f勒
し脚 継 て'畏 し低 ・噌V俗 量 ε示 い 硝 酸 同
イじ糸 の[Sll{立/[」総 別」1家数.ヒ して/・03の ノ(き な





















一賠%吐 比較 的高 叶 軽 手 証(.)め 結 果 δ〆刊 働 的 獺 にラ嵌 て 一芝.の廓 唾 示 し.
IJラ ビ リンス地 ムの弛 の1藻類 の硝 酸還 元系 ば ペッぞ ソ[sそ の餌(木 印)よ り有責の高 ・弓苞ε示
皇継 下 ので(め 亀 鍬 弄俸 の後箱 速 度・て」 ・ して・.ソ 巧 の結果 ・碁 ・て.5"IV,8'㌧:よ
て律 連 され じOz間 え ほ じ02の1濃 度 、拡 散b食 物 連鎖 の解 析猪 につ い て考幸 す6。
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南極朝夕目差地付山の土壌 中のバ クテ リアの分布 し環境
uejn茎ng;付gi　 riら 観 れ 巨土壌 サ ン プ ・レ/2〈akf.の 量 掃 　lt・　細 髄 如・励 ・,が,二
真1二つ ・'て,細 菌 数 の分 布 とそ れ そ`れ のサ ンa・t(1;の サ ン プ'レ が麟 月の堆 積 物 で あ る・b
プ'し ヰ家取媒 のチ畢境1二 つ ・'一て しらべ'た」結果 ち　 i;L刻f・iミが あ るも の ヒ考 乞 ら れ る.!吻3iJ乾 メ豪
報 告 す る。 しr・t・ うで1量稲 生uaの 老囑 上境 で あ り,!吻.
サ ン プ ル は オぞリエ 今ー レ シの攣1つ 封 入 し,)令4ig,ハ/a3の2しぐz",夏 鳶 ド リ フ ト ガb71cが
諌 の状 態 で 日本 に 吾 ち カ'え ・r三。 実験 室 内 で 供 謝 れ 之 隊 員の群 蕩 が謎漣 ・て"3L;3
主励 ・滅 菌フkち加Z.タ 〃物 鵬 音読 セガ ワ1砿 壌 τあ3。 毒 血 レた場 柞 τ'あ 多が;両 者
徴 しr;あ じ年釈 しZ,ワ ク ズマ シ の ア1レ グ の細 菌教 に ガ な り の差・が みbKる ・!協C,∠
ミゾ寒辞 拠 乞τ糠 ・島 津轡 癩 曼1・ク 臨 ぴ7・g.購 に1馳 卵1叱 ヒ挑 坪 ド
りズタ,レ ヴ ァづ ズ レ ワ トE加 之 て,そ;で 佐 一 リの瑳 名物 が流 れ て く るt二 うて'琢 取 し「三.
有 で き る.も のEグ ラ ム 衿 心Zt豹Lレr三 。 さ ら に　 !Va・StbiiP.JFetl;tedi,　No.ク`a二 の}司 ユ τ'il
癖 磁 を8〆c・ ソ・鯛 力礁 しre　h　le　 zalつ 桝 幽 く 托 生 レ臼 ケZY{,;uta・pttPtで 娼
こ ・-Zuる 杉 のE舵3形 成 レ し「三.工 珈 ・肉.コlf　 M,;　 uzの サ ン フ・,レで1・ 全炭 素 の景 が 多
し21a,/05'(ン で'5日寿直1ξ」し鳩 レ「三宅 の も牽乞丈一 くkmafalkb多 い ・/Vo.81S.上 方 に ド リ フ トが
tL,　 aft.i、 の 是 量 ほ 初 肌 の 若 ゑでる・こ あ ・て,　 lte　 b'　ra　vk水tr"j,t　 l」　kろL・ ろで
・いr三 .二 助 の 調 査 ・斜 樵 螺 ε寿・11・ 示 あ る。 セ ン類 鷺祷 のZ6Sbs・'が:全 炭 素 の
しrt。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　量1クぐイ(t乙の コケ業負`り彦孝IElz21=く ら/べ`マt7rre1,。
N・.1の サ ソ プ 」レ13,ラ 融 婦/・ 仇 の砂 乗 で ちN・.夘 仁加 ・ド リフ ト ・tb1;,ユ キ ド リや
立堀 リ,寸 也峯t衡 下 痢Zζd～ のt;うb'ら 株 取 オス トウ ゾ'ク カtメ の1粂 げ あ り,二dyラ の耕三
しr;シ ノレ順 の土 壌 τあ る.そ の 剛 工Pl碑 女 物 がべえ水tじ －bl・イ亥給 され る地 点の 土 壌 τ・
BGL"91・　{・　fO　〈　thntiみ られ …,。 今 回 しラバ あ る。 ¢ レ貌Wtglp6・,S-〆 ・ノウ類 か)鶴 ド
r。vン フ・ノレの うち τ細 菌椥 壕 も ラ・川.ル 非 ラ れ る が1全 炭 素 の量ti"k籔 的 サ ん1切 口
.Z.tgガ つて の瑚 危し堆積 物 で'多)量の ケ イ ソウ頻 ノ ニd)　t也点 ガ'系ウ30pの/診 斜1蜀 で'あb1三 め 下 方
Teど τ!含 ん だ㌧・ノレトぞ あ る.フ1ぐ分 げ非 学1ン 多 に陥 れ 芸 っ て し#う の で あ う う。1細 菌 教 ほ比
表 ユ.土 壌 中 め細 菌 ヒそ の場 竜
フk分 全細菌数 ク㌻ム陸・陛 月乞舗 勿戎
ハん. コ ー ド'!Vo. 場 多作 メ差L生 (%)
今芝素
〈s/,95篇 4紅 4全糠 /を 施 工 /a　eZt
/ 7Sb　 u9
∠°九2"9喚 塒
各ノ"、 /9.80.3066 7Zxte 24X/〃 ダ </0 <〃
2 7夕052/
SkcしbVS　 Nes
寿ト危 遮 嚇 他 97〆 3、騨 28 く/03 "<28x/oく/03 ぐ/o
3 7Soμ さトZkN、
ム吟
,(鰹 羨 黒 O、S 0.27!2 ぷ8x/03 2、!メ/06 タ3x!02(9)4・7x!o(く1)
4 7se葦IS-一 λ〈Of)ク 包ン類地織 lz.　tS0.90/4 3.3X!og3.7メ/06 /,2,Kto"Qつ)1s/Xte<<1)
s 7sollも 一1,1({)鞠 〃 ρレ血中 ノ石、 笛'い 、 0,ZO.083 s、6No　 `vt7∂x/09 /、s・・e3(3)く/o(く り
6 ク鉋/!6-!7の 弓 ク タ.8 ◎邨 6
∫
!・クメ/〃 3.ユXlo? λ!・/o乏 ・・)〈!0(く り
7 ク5-o〃6-!7ω 句 之ソ頚 ユ)、s /.94/2 8.9メ!〆 tA、もKiO　 '}1,・}・ios'〈・1)9.lx!ox(,く1)
8 )SOItも －iも
ム繋 金た '! 2/・2 o・3早 62 ミ/・3x/0 317×!ク7 4.?xiO3(")ハ8x!o(kり
9 RS;oils－ も
ム伽2
,捜 線 忽シ類 勉雀 9・3 ク'"/ 23 夕桜OX!6 9、7xtO7 1,9メ.'os(39)2、2K〆0(く1)
/0 7ぎ0206 明 るい岬 ゼン憩 /仏7 Ol483/ i,3　x　iot2、6x'o? ユ、3メ、te4(yi8)ぐ!0(く り
// 7409az 天 ラ則,右 セレ教 弛み麺 8・1 1、セも 4 a.7xib61、Sxl　 b72、7xl69〈N)7.ex!oz(く 匹)
/2 ngllb6
oη"伽'μ 札_Dしハフカリー ト ソウ頻 6/103.42/8 7`x/07212X/0タ 〈/・3(〈 り)、9x'ぎ くくN)
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t教習9多U・/レIO/ク 　IGラ ン ソ、ク類 のデ寸適 しr≡'
lftJlzの 下?5'1二諺 虚 しマ　IJ　るセ レ類 瀦 蕩・t也・り二上
壌 て㌻ 褒香1;{3ド'リ フ トガ ら水.が イ笑給 さ れ る
.全 細 菌数{SMo.9の そ れ セ回 し・1イ直 であ 多。
∧lo.　〃　il大1墜 オ9宗 が ら直嬉 給 オ(さ れ マ ‥3乞
二 う τ,コ ケ の群 雲喬 ヒ して 降,生 育 髭 庫}上 せ
尋z,生 育→だ汎 も い,ヒu宅 ∧1d・'D;土 壌
中1=ガ カ ツラ ン ソ ウま負が'ipYl>し マ ・,5.全 炭
素 の値 が高 ・,細 菌教 が 多 ・'の わく'釧ニフ 〈.
醐!ユ め サ ンプ ル ロ,・ マ ン ギ ン ・レッ か ノー の
下方 の ナ ン キョ ク カ ワ ノ リ群 生t珍 かb鴛r仁b
のて1あ 多。 錬 素 の値 が 高 く,嶽 田箇数 も・今
回 し ラベ'拝 サ ン プ ノレlpも 一フ ヒt多1'。 尋「三:
のua裳 の ノぐク テ ソ ァ1ユ,{¢ のt舷 域1二 く らべ'て
適 粕 褒如二D'「三」一リ が み られ,序Lんv-一 え史類
1二」 フ'て 占 め ら れ て ・・る、
ねeJ　 バ'ク テ リア の珍 藩 実 験 ほ,貝 跡1吋7年
当時 肴`1げ 所属 しマ1'rsytteK7r-h','て
あ・こ一・d・ 儲 の ・"あ る。 実9ftt・イgntレr=土 壌
お エび 余 っFむ 壌11,横 乗 繊 勿擁 戸ケ‡巖 支
所 の橋 葛 のtLl・ 爆Pし 便 用 ・Fカ"ラ ス 器
具 熟 練 一 ト ク レー ザ で窒ノ釦 ・滅 菌 しに 。
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o日 高秀夫・B.尺..δtebv・ 、,・.Ltriaz・〔B辺信 介 ・井上 毅 弓司野公栄 ・
脇 本 忠明 ・立ill　三京(愛 後 大学 ・)袈学部)
〔目的 〕/9K6年 以 来 、南 極 の生物 力'ら有機 ヨゥワ ギ スではpc　 Bsが 約30倍,Σ.Dj)丁
塩 素化合 物 重検 出 した報 告は い くつカ・あ るがい ‡約2傭sL・ フき岬 刈9石 和 基地 近辺 之採
試)針の採 取や分析 法 上め劇的f,あ リ、断 片酌 取 した試 料4方 が高 か った 。 これ らは.資 材
な・唐綴 にどど まって いた。著 名 らは南極地域 　tX差 に昭禾コ基地 にfち 込 まれたPC　 B.　 D
の全環 境 にお け崩 構 塩 勲 除 物 の動 態 玄包PTt・iit21Lの 海域 に漏 洩 し、懸 濁 物ttt・ ・
駒 に把 握 寸 ろミ珪 目的 に第22)欠・師 壷地域 沈 降 して底橡 生物 た蓄積 し桂 の と据 われ
越 欄 測 に参加 し・日翫 基地 周辺地 域 におい ろ.但 し、昭和 基地 周辺 の大 気 あ諫 久定 着氷
て 大気、つ1ぐ雪1・永〈・さ裂イ楼 負・アザ ラシ'!xeン 下 の海 水 の動 きを考慮 すう と基地 からの汚1染
ギン等あ らゆ う環境 粗 玉代 表 す る試 料 を採 取1ま 基地 丞辺の局 所的 な範囲 にと ど まってお リ、
し、 それ ら⑦化 学 分抑 ・よ ソ地 球k規 模Z'のt。 っkavに は宿患 な鵜 殿 及1れ てvfoい
汚 染偽拡 大 ヒ南極地 域 特有 の汚 染物 慎め挙動 ビ推測 され た 。 ミの ように.人 工有権 塩 素イヒ
につ いて明 らかに じてきた。本 報 では 、昭和 合物 め主な 生産 、イ受用地域 か ら遠 く離 れ_地
基地 周辺 の沿 岸嘉1弄 生態 系 にお け るD工)丁 ・ 域 内 に大{な 汚 ・兼ミ原のな い1稚 」避1或の環境濃
PどB・ クn・・'デンiursx勉 め生物 残留 蓄 積 度は極 めて低 く、地 球規摸 ビ'の;ち染物 駆 動
臼 の挙動 にっいて考 察 した 。 態 の研 究 のため には 観 測墓地 ガ ら^河 梁 を最
〔試 料 およが合肺 虫ユ 魚 類 ホ・よ乙"底樟 焦 舞 イixpal:yど め 、か つ 初 端卜出・受2zasに 把 握
椎動 物試 料 は第22次 南極 地 域 観題11越冬幸 い9すSzと 洲 煙 どあ う。
Xi年1日 ～i2A)に 、昭ネロ基地 近 辺(北 の浦 、1繊 魚 の ΣP♪T,　 PC　 B6滅 度 には体 長
訪 の綱 、見晴 らし岩)ビ ビっっきム甲(基 地 の と正の相 関 が認 め られた 。 これ は 、他地域 の
ゴヒ東 結り3K倣)で ・釣 り、人ラ ッ7° ・潜 フK等 ミ象ゼ'は〉濃度 の愛重ヵヵN"太きぐ体 長 とグ)1調に日日曜
に よ り採取(た 。 ウェ ッデ泌 アザ'うシvま/9?1な 関 係 をみい だすのON'困難 であ5z5V',南 陣 の
年/e月9日 ・ビ:)つ き↓甲で版増オくオス ・メヌ各 藩う羊庄熊鷹ミはteb定・ご'ヒb鞍自ヲ単純 であ3こt、
/頭 を捕 獲 した.い ずMも 一ー i?'c↓圷 の冷凍 近,くに 太 きが 嫌 源 が なく有権 塩 精 液 列 変
保存 ビ 芝ち帰 った。 了デラジは詳 系卿 こ解剖 、 動 が地 球 上 で最6'tTttfい 地 域'で あ3:と 々ど
秤量 い 組 総 や位 ごとの体 内濃度分布 と㍑ に よ島 の こあ うう.こ う した南極地 域の特
に体 負荷 電 文`ピ め 、念 物綱 におけ き生物 葛 性 は、化 学物 嘆 の生物 蓄 積の.研究外場 と して
積 性 を比較 寸うため・全体 重 あた りの纐 を求 の利 点 角 一 っ ヒいん よう 。底樽魚 の残 燈 度度
めた 。ア ルカll'分解 法 ↓こて ΣDDT(P・ 〆」 にば冬 ヒ象で差 ザ・なφ・った.1繰}喀 植 物 崖
DE+P,〆-Dl)丁)ヒ1)CB..(.*VSDN)を産に顕 著 な季節的 変動b・t-　as　3サ れ ど'ム 底枠
求め,ク ロノしデンィピ冷物(数 種)は アセ トン・生態 系で'ま/餌の供給 や魚 の生理 状 態に大 モな
ヘ キサ ン抽 出 アーU　A　;_　ILリ!乙.液・・6力画 、フ 麦動 が な い こヒ9・i-.1t4・ ・tC4・・な　tl.
ロ リシ/し ク・+ン ナ ッ79鰭 且み合 せあ 桁・した。 広樫 鰻脊椎 動物 の波 旬 ま重 ヒ回 しベー /しな い
定1量は&C-E(⊃ エ)、合C-Mぶ 　(tvlF)に しは6kLY.下 ずあ)て 一種 に よって 変i勒 した。
よ った 。 アザ ラシの濃 度 は董 よ')高 く、PぐBご は'鳥
〔結 果 と考 察 〕　 」tVbR外 洋 の魚 類 や海産 哺 塩 素蕨粉 ポ電 化 してS・・).・轍 動 物 で1‡薬物
乳類 にヒヒベ1鞭 の魚 およZペァザ ラシ・セの残 留 代謝 能.の強 いてtbN"わ か う。董 イ アザ'ラシT'
書中藁レベ・/U「よΣDDT,　 PCBぶ とぎ系勺2ケ ら,まP(二Bδ ・乙tE}し・N-/しカ・ヤヤ、島t・ク1コノ(ア・
タ低 力')た 。a2和 基地 血 亙ノとLっ つ き山甲一ど採、 ンィヒ・含・物 力で検 出支オペ 、・食物{綱の高く立の{主事ηほ
取 した魚 介 類 の残 留募己度にば 明 らかな差th〈'あ ゾ代謝 産物 で あ30x;s,.cAノ,9hdaneの'割 合 水
リ,採 取時 期 み よズ体長 を写ろん比較 した シ 馬 φ・)た.
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O奈 須敬二(水 産庁)永 延幹男(東 大海洋研)
1.は じめに
南 極海 に おけ る高 緯度海域 の南 極発 散域 およ びその 近傍 の流 動は,発 散域 以北が 西風皮
流域 そ して発 散域 以南 が東風 皮流 域 と呼 ば れて い る。 そ の南極 海の 高緯 度海 域の流動 把握
は,ナ ンキ ョクオキ ァ ミなどの生 物環 境の研 究 に とって も重 要な こ とで あ る。南極 海の高
緯度 海域 で の水平 的 な流動 の パター ンは,kHIMITSA(1976).STEIN(1978)および奈須
・永 延(1981)な どが一部 海域 にお いて地 衡流 と して 報 告 してい るの に とどま る。 そ こで
,こ こで は,南 極海 の高 緯度海域 に おけ る流動 の パター ンを 明 らかに してい く研究 作業 に
寄 与す る ため,南 極 海の イ ン ド洋 セク ター に おけ る比較 的広 範囲 な観測 資料 に もとつ いた
地 衡流 分布 を示 す。
2.資 料 と方法
もちい た資料 は開洋 丸(水 産庁 所属)の 観 測に よ る。 調査 海域 は,30'E～120'
E闇 にお け る61'S以 南 の高緯 度海 域で最 南端 は約68'Sの 航行 可能 な パ ックアイ ス
縁 に当 た る。 調査 時期 は,二 年連 続 してお こな い,100～120'E闇 が1980年1
月13日 ～2月3日,30'E～85'E闇 が80年12月11日 ～81年2月8日 であ
った。観 測方 法 は,表 面 か ら2000m深 まで の ナンセ ン式各 層観 測(19眉)を お こな
い,グ リッ ド状 に総計105の 観 測点 を とった。 この 資料 に も とつ いて力 学計算 を おこ な
い,2000db面(大 陸棚 上 の海域で は400db面)を 基準 と した地衡 流を もと めた。
3.結 果
図1に,2000db面(大 陸棚上 で は400db面)を 基準 と した100db面 で の力学的
高低 図を示 す。 ここでは,30'E～120°E闇 を一 枚の 図で 示 して い るが,観 測時期
の違 いに よ り,30°E～55°Eと60°E～85'Eお よ び100'E～120'E
の三つ の 海域 にわ けて検 討す る。 その 区別 の必 要性 は,と くに パ ックア イスの分布 によ り
高 緯度海 域 の観測 が制 限 され るか らで あ る。
30°E～120°E闇 を全体的 に み ると,南tiヒ に蛇 行 を示 しなが ら東 向流 が卓越 して
い る。62°20'S,110°E付 近に は,時 計廻 りの渦 が存 在す る。30°E～55
°E閣 では
,他 の海 域に比 べて,流 線 の間 隔が疎 であ り流動 が緩 や かで ある ことを示す 。
つ ぎにパ ックア イス縁付 近の流 動を 検討す る。100'E～120'E闇 に おけ る64
'40'S以 南 の高 緯度 において,西 向流 がみ られ る。60°E～85°E閣 で は,観 測
時 期 が12月11～26日 の初 夏で,パ ック アイ スが 解 けずに 大陸棚 まで 南下 して いない
たあ,64'20'S以 南の流 動 パター ンは不明 で あ る。30'E～55°E闇 で は,パ
ックア イ スは溶 解 が進 みほぼ南 限 に達 して い るが,100°E～120°E闇 とは 異な り
,高 緯度 の海域 で は西向 流は み られない。
図2に は,120°E線 に沿 った鉛直断 面 の地衡流 分 布を 示す。 大 陸棚以 北の沖 合海域
では,62°S付 近に西 向流,お よび東 向流 があ り,そ して流 速 は沖合 にい くほ ど大 きい
。 一方,大 陸棚 上で は,最 大 流速 で2cm/secを 示す西 向流 が海 底付 近まで み られ る。
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図1(上 図)130°E～120°E闇 の南極 海に おけ る2000
db面 を基準 に した100db面 で の力学 的 高低 図。観 測時 期の適
い によ り,パ ック アイ ス縁 の位 置 が異 なるた めに,高 緯度 海域
の観 測 が制 限 され る。そ の区別 を み るために,観 測 時期 を調査
海域 ご とに記入 して い る。
図2(右 図):120°E線 に沿 った2000db面 を 基準 と した 地















科 学 魚 探 に よ るE.　 superba　 資 源 章 の 見 積
も り に お け る 環 境 指 数 亘200の 意 義
○永延幹男(東 大海洋研)平 野敏行(東 大海洋研)
1.科 学 魚探 の限界 点
ナ ンキ ョクオ キ ァ ミ　(E.　 superba　 ;以 下 オ キ ア ミと呼 称)の 資 源量 を見 積 もる ことは
,BIOMASS計 画 の重 点 目標 の ひとつ であ る。資 源量 見積 もりの ため に,本 計 画参 加
の各 国の 調査 船に よ り,科 学 魚探 に よる直接 測定 が分 担海 域で お こな われて い る。 資源■
見積 もりの ため に,科 学 魚 探は有 力 な装備 と して考 え られて い る。
しか し,科 学魚 探資料 で資 源 量を見 積 もろ うとす る とき,つ ぎの二点 の 限界を考 慮せ ね
ば な らない 。
(1)科 学魚 探の みで は魚種 の判 定が不 可能 であ る。 した が って,オ キ ア ミ分 布域 の範
囲 が前 も って わ かって お く必 要 があ る。
(2)科 学魚 探測 定値 をオ キ ア ミ分布域 と考 え られ る海 域全 体 に拡 げ るこ とは,そ の範
囲 の膨 大 さか ら,現 実 的に 困難で あ る。
2.オdト ア ミ分 布 に対応 す る環 境指 数亘200
Na8anobu　 and　Hirano　 (1　98　 2:Memoirs　 of　NIPR　Specia1　 1ssue　No.23　)　は.イ ン
ド洋 セク ターで の地 域 スケー ルにお け る詳細 な調査 結果 に もとづ き,オ キ ア ミ分 布に 対応
させ る環境 指数 と して,観 測 された 各膚 の水温 値 を表面 か ら200m渓 ま で積分 し平 均 し
た値亘200を 尊 人 し,こ れに よ って オキ ア ミの 分布 密度 お よび その範 囲を示 す こ とを試 み
た。 すな わ ち,i:200と オキ ア ミ採 集量 との 関係 をみ ると,約0'C以 下 に おいてオ キ ア
ミは 集中 し,a200=-1.1°Cを 分 布の ヒ'一ク とした 山型 分 布 パター ンを と る。 南極
海全 体 スケー ルに おいて も,亘200と オキ ア ミ分布 との対応 関係 は地 域 スケー ルでの 結果
とほ ぼ一 致す る。 全体 スケー ルで の結果 を図1に 示 す。
図1か らは,全 体 スケ ール での オキ ア ミの分 布域 の範 囲 がよ みと れる。 しか も,亘200
の等 値線 をオ キ ア ミの分 布密 度に対 応 させ るこ とがで き る。 た とえ ば,イ ン ド洋 セ クター
の0° ～150°E闇 で は亘200=-1.0°C以下 の低温 域 が存在 して お り,オ キ ア ミ
分布 密度 も高 い傾 向が あ る。 そ れにた い して,60°W～180°W闇 の 太平洋 セ クター
で は,-1.0°C線 がみ られず,オ キ ア ミの分布 密度 は低 い傾 向 を示す 。一方,ウ エ ッ
デ ル海で の一1.0'C以 下 は ひろ く存 在す る が,オ キ ア ミ分布密 度 は低 い傾 向を示 す。
このよ うに亘200等 値線 は,海 域 の特性 にお うじて オ キ ア ミ分布 の状 態を 対応 させ う る具
体的 な環 境指数 と してあ つか え る。
3.環 境 指数 亘200と 科 学魚 探測 定値 との統 合
亘200等 値 線で オキ ア ミの 分布範 囲 をお さえ,そ の範 囲 内に おいて,科 学 魚探 測定 値か
らオキ ア ミの平均 分布密 度 をだす。 この平均 分布密 度 を,科 学魚 探 によ る調査海 域以 外の
全 体 スケー ルへ 拡張す る。 この よ うな手 順を とるこ とによ り,上 述 した科 学魚探 に よる資
源 量見積 もりの 限界点 を解消 し,よ り実際 に近 い資 源意 が 見積 もれ る と考 え られ る。
この見 積 も りのや り方 は,土 井 ・川上(1979)が,そ の時 点で え られたオ キ ア ミ分
布 範囲 と魚 群探 知機 の資 料解 析 か ら見 積 もった資 源量 の把 握よ りも,よ り精度 を向上 させ
うる。 ただ し,オ キ ア ミに関す る科学 魚探 の使用 につ いて の検討 は最 近す すめ られて い る
(た とえ ば中 山,1982)が,各 調 査船 の科学 魚探 測定 値の 信頼 度は まだ確定 的で はな
く,高 度 のキ ャ リブ レー ションを必要 とす る との指摘 もあ り(Hempe1,1982),今後



















































































































































図1:パ ックア イスが ほぼ南下 しき った夏季 にお け る,南 極海 全体 スケ ー ルで のオキ ア ミ
出現点 分布 と環境指 数亘200〔1/200S野 　(temperature　 )　dz〕　分布 との対 応。 亘200
等 値線 と科学魚 探測定 値 と統合 す るこ とによ って,よ り精度 の高 い オキ ア ミ資 源量 の見積
も りが 可能。
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E.　 superba　 の 地 理 的 分 布 に た い す る
環 境 に つ い て の 考 察
O永 延幹男(東 大海洋研)平 野敏行(東 大海洋研)
旦　 superbaの 地 理的 分布 につ いて は,　Na8anobu　 and　Hirano　 (1982)　 が,Marr(1962
)が 示 した ものに 新 しい 資料 をつ け くわえて そ の精度 の 向上を はか って い る。 一方,E.
superbaの 地理 的分 布の 要因 と して は,遊 泳 力 が弱い ため 流動 によ る集積 が大で あ る との
考 えが多 い 〔　Vorronina　 (19?4)　 ,奈 須　(19?9)　 ,　Maslemikov　 and　Solyankin　 (1980)　 ,
Lubimova　 et　a}.　(1980)　な ど〕。 事実,イ ン ド洋 セ クターで のE.　 superba　 の分布 と流
速 の南 北勾 配 を対応 させ ると,　E.　 superba　 は流 動緩 慢な 海域 に多 い(図1)。
しか し,図2で み るよ うに,沖 合 の流 速 が比較 的 に強い 海域 にお いて,　E.　 superba　 よ
りも遊 泳力 の 弱い と思わ れ る生物種 が分 布す る。 も し,　E.　 superba　 が流動 に よ って 集積
さ れて いる とす れば,他 の種 もE.　 superba　 の高 密度 域に 集積 され8種 が混 然 と した状態
で分 布 して いて もよいよ うに 思わ れ るが,事 実 はそ うな ってい ない。 した が って,E.
superbaの 高 密度 域は流 動の 緩慢 な海域 と一 致 はす るが,流 動 その ものがE.　 superba　 の
分布 を きめて い ると説明 す る ことは困難 で あ る。
海洋 生物種 の地 理的分 布の 要 因を検討 す るば あい,海 洋 構造 との 関連か らの み みるので
は な く,そ の種 がこれま でに どうい う形 で現 在 の地理 的分 布を とる よ うに な って きたか と
い う生 物 自身の 歴史 の考 察 をぬ きに して は考 え られ ない。 図3の 結 果の よ うな 近縁種 の地
理 的分 布の配 列 は,適 応 放散　(adaptive　 radiation)　 の結 果 と考え られ る。 したが って,
地 理的 分布 スケ ールで は,　E.　 superba　 の分布 域を 単な る力学 的な 流動 によ る集積 の結果
で あ る とい う見 かたで は な く,種 自体 が分 布域 の環境 と主体的 に適 応 して い る状態 と して
見 な され るべ きであ ろ う。
纈 …血膿 ・一 ・血



























































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (NAUTiCAL　 MILE)　　　　 　　　 DrSTANCE FROM THE NORTHERN　 BOUND RY
・N　STEEP　 GRADIEN・ 　・F　・・E枷 ∫『°(TE・P)・・
図1:45'E～120°E闇 の南極 海 にお け る.環 境 指数a200〔1/2005P(temp-
erature　 )　dz〕　の南 北8線 を亘200の 急勾 配 を基準 と して整合 した平均線 と,そ れ に対応
させ た表 面か ら200mま で の地衡流 流速 の平 均値,お よび旦 　superbaの 採 集置 の平均















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(NAUTICAL　 MlLE)　 　 　　　　　　　 DISTANCE　 FROM　 THE　 NORTHERN　 80UND RY
・NS・ ・EPG・ADIEN・ …　 H・ 古 ∫1°°(・EM・)・・
図2:図1と 同様 に環境 指数 亘200の 南北 勾配線 に対 応 させ た,採 集 生 物の 給湿 重置 と優
占種 。a～f点 に おけ る最優 占種 はサ ルパ類 。そ の他 には,か い あ し類,　T.　 macrura　 ,
旦　 triacanthaが 出現。8点 では,　E.　 superba　 の他 に,か いあ し類,く 万 げ類三下一斎 で
はE.crystallorophiasが 出 現。
? ?
? ? ?????? ?
? ?
? ????? ??? ?
一201012141820(・C)
右 ∫評 ・M・・)・ (SUMM・ ・SEAS・N)
図3:南 大洋 全 体 スケー ルにお いて,環 境指 数亘200に 対応 させ たE.　 superba　 ,　およ び
そ の近縁 種で あ るE.　 crystallorophias,　 E.　 frigida,　 E.　 転11entini,　 E.
lucensの 出現 頻度=E.　 superba　 '　　の資料ぼJOHN1936),而RR－ 価 「㌻LUBIH而A
et　al.　(19BO)に も－E－って禰 域の種 ほ ど亘200の 値 がせ ま くな る傾 向を も ち,名 種 が
分 布域 の中心 をず らせ なが ら配 列す る。
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南樹 ユツォ・ホ山 醜 差紙 嚇 剤1随
o福 地 光 男 ・大抵 英明 ・谷 村 篤
(国立極 翅 所究所)
南極獅定着氷下(D迎春学的鋼重は.外 洋 常彦値は湶Uて あ5。
城 ご6)ぞ 蝋に比 べ 裟 少U。 第23次 席旗 到
豫 ごはB工OMA;S$　 '計画 σ)-3翠として,定
着氷 下 の海洋環境条件に⊃Uて 季節的 な調 査'を行
、た。
<」5i21>南 極 リュ ツオ ・ホ)レ4巷 東岸 にあ3
面オ ンづル 島.肝 和鋤(69°OO/言 、39°
35'E)周1喝 の定着 氷 上 に5)σ)観 測点 芝設
け た。ほ ぼ6㌘S貌 にラ6.た 東面称上 にあ3























δ 測 点 眠 し て.
Stn2…O.5,ノ10,45」23ra,Stn.3-一一〇 5,0.・rO.C亙 が0.ROで あ!),せd)め て狭u匂 も
10,20,30,45m.Stn.4-一 一〇,10,25.50,7S,囲 内に あ3と ・思 七蝋15。 ・各測 点に δ～'け富木 逼
100,1!iOWt,Stn.5…0,IO,2∫,50.75.Rλメ協4今確 答 動 じをンよ乞噸 乞小国411{万'2に
!100
,150,200,300,4-00,600rn。者孫2K、器 示 し7ヒ。
に 碗 輔 国 産計2聴 取 り有 げ 瑛捌 蝿 　 Stn,4ヤ2・ 磧 し国 劇 こd$'け3*温 ・Sfitib
左劃定、しに。　Stη.5の450WtS)以 深 ごは(陀 奪節劇 じ[Si.大 気 がSの 冷却 ・加 熱 にξ)
さSに 被 圧転倒 温度 計 を1才 取 り行 け.採 来 て説 明 でぎ3ガ もし水呑 、1。す存 わ5・4月
ラ職 のチエ ツク をfr)7?y。 株 ネ後 史酸 室内 か56月 にか け て,気 温 の後 下 に借{Pト 蕩の
にて 実用壇 扮/　 PH.　 f)o,　 PO4-P、 　SiOバ ジ 城少 が ∂∫こ つ,12月 が5/月 にδけ'て本 湯上
Nft4-W/NO2-N,NO3-～1の測 定違 右 ・k。 昇 ガ'∂た5敗3・ 気 麹色 下 に・∫3沸K生 長 によ
その他Stnう の近 くにマ.　Genem{　 0(?anigsり 翻 耐 勅oが 吠 つ,12月 か5の 散 米に僻
機 蝋 乖 デ」し6011)`璋 シ 隊100,
300,500va6)頒 範劃定ノを行 った。
〈蒲果〉 ン名綾彊t噛 にポけ3顔1測 期 和良小亀 ており,













い舩6'5侮 協会湯本曳 ぢさ.し 抄し.49
8乳 牛 の一2げc以下(旬 別」f均気温)の 種 気
温は8月 中旬 ガ69月 上旬にδ けて記録 τ畝
6flに 見S6Vkた －L8L5°d以 上の震L.
餌 漏出酬 期 と拳2ケ 月6)ズ レめ"あ5。 ま
櫃61浅n測 点(Sm.午2)ご は.ほ 唇周年
にわた3鶴 羽llを定施 できた ガ"深 い測点 ・特 示 すヒ隠 わ畝3。 し抄 し.
に}琉η,5一ごは1～3}弓(「)向 が 欠割 で あ・k。 °Cの 讐 遣繰・は ♪ド課550瓶(が5400mハ℃
こoVL5(s)twtlE亀 して 育S嵌 た♪閾 等デ ータ 上b".・て い る 。 その 夜.8～9R(確 飯 彊記
の紀国 は叉の通 りで あ民 但 し、12へ/月 の 綱 期 に水量 一1、GO.-i,5D° ぐ 讐 湿綱 が 上
繭 氷期 に定着 氷 直 下0～ ・4mで 醐1は 眠た異 早 して い3。 塩創 ま,4月 かS6Rに δ けて
(同割 た.海 氷 の全勧'"と ま3て 庖 め献 言10～ 日月
1町回 に3千10じ(上 の塩分値 が齪`にd1て 訴 り,
伯 回 大気 ①影響 だ けτ は水 澄 ・塩冶 の季 節変化 乞
1徊 籠 明 しtUt　 g日uミ 梱6。
18回 ±5に.StA.5ご σ)麦〉(b左見3t.5月
16回 分66fiに δ けて －L8-0°C等 温線 めい木 深











ど　 　　　 　ピくニ 　ムト　
__一..135一
で























図1.名 測点 脇`)5フ 隔 瞬 齢 菱丸 図2..名 測点 に承け3塩 分(D李 譲 イヒ).
木釆30伽 腺 降 壇 嫌 は増 し 璋 のft　 t峡.今 回lpm'1(caた 樋 等 デー タの範囲
上昇 が研5蝋3。 は,リ ュ ツか ホ,し4逡 沖蝕S付 近 ご.Z月
Son.4ヤ3の 安・化ば一.そψ 」6岨の水 梁 に にヲk課50　v12sny　raに出現53中 継 」こ∂～'け5
2相当33Sen.5の 木 社 内の妻化 ヒ酷イ1"`.して デ ータ賛 圃 とほぼ⊃同 じご あ)た 。基 地 局必 定ノ
03。 着 氷 下 ①本 は.考 祷爵 に リュ ツオ ・ホル4港
si5鞭t破 細 鱗 磁 化 乙Ja2kＬt'as・ 舗 の 中劇s℃ 埴6'伽 って 帽 の め't　v・ak
た。単 葭慶i覆につVて に、フK彊 、塩分 ・siうm賦存11。
一亡 の手う 友 悟)き つレ彪季辞麹(ノ は兵}yset
唐δった。
〈ま と.勧〉[i321t〕墓 地 鳳e定 着 氷下(動海 洋講
這 ぱ2季節岳 に変 化ノす3も の℃隠 吋)顧る 。 この
・妾 化 は ,大 気か5の 冷却 ・加 慈 の」影響 だ けτ'
〔工厚く、水 の交換 によ)て も1ミこ～t搬3と.恩
わ畝 ユ。dgS5!100rfLに 吊下 した湧 歳計 にょ
ざt、4月 δ55月 にbNl'†て 南・向 きの流 心が
卓越 レ,吃 の負.北 向tに 菱 わ3Cて ガ総 裏
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